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國 AAMT初 代会長の長尾真先生の文化勲章ご受章を祝 して

産業技術総合研究所 辻井 潤一

豊橋技術科学大学 井佐原 均

名古屋大学    中岩 浩巳

情報通信研究機構 隅田 英一郎

1.は じめに

機械翻訳の研究開発をその黎明期か ら主導 され、当協

会、アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)を 創設され

た(1)長尾真初代会長が、2018年11月3日 に文化勲章

を受章されました。

 ここでは、歴代会長が長尾先生のご功績を振 り返 り

ながらご受章をお祝いいたします。

2.お 祝 い の言葉(辻 井潤 一)

私は、1971年 か ら1988年 まで、長尾先生の指導のも

とに言語処理研究に従事 してきま した。その間に実施

された、先生を リーダーとし、私も参加させていただ

いた機械翻訳の国家プロジェク ト)Muプ ロジェク ト、

1982-1986年)は 、技術だけでなく、 日本の機械翻

訳を遂行す る人材や社会的な基盤を作った とい う意味

でも、画期的なものでした。

 この人がいなければ、ある分野の歴史が大きく変わ

っていたと思 うような研究者は、科学技術の全分野を

見渡しても、また、国際的に見ても、それほど多くお

られるものではあ りません。先生は、機械翻訳 とい う

技術分野において、そのような人であったと思います。

よく知られているように、1965年 のALPACレ ポー ト

の後、機械翻訳技術に対する懐疑的な見方が蔓延 し、

その技術開発が世界的に放棄された時期が続いていま

した。その状況を打ち破ったのが、前述のMuプ ロジ

ェクトでした。 このプロジェク トに刺激 され、ヨー ロ

ッパのEurotraプ ロジェク トが開始されます。また、

米国は、日本 ・ヨーロッパの動きに刺激されると同時

に、この2つ のプロジェク トとは違った発想で翻訳に

取 り組みをはじめ、統計的機械翻訳 という流れを作 り

出 します。 この流れに先鞭をつけたものの一つに、長

尾先生の 「例に基づく翻訳」 とい う考え方がありまし

た。 これは大量の翻訳コーパスを基盤とする経験主義

的な機械翻訳の流れとな り、現在のニューラル翻訳へ

とつながっています。

 また、先生は、機械翻訳の実用化には、ユーザであ

る翻訳家、開発運用を行 う民間企業、研究資金を提供

する政府機関の関与が不可欠であるとい う強い思いか

ら、1987年 に、日本主導で第1回 のMTサ ミットを

箱根で開催 されます。 このサ ミッ トを契機に日本機械

翻訳協会1が設立され、それに続く形でヨーロッパ機械

翻訳協会(EAMT)、 アメリカ機械翻訳協会(AMTA)

が設立され、現在に至っています。

 機械翻訳は、それを支える組織まで含めて、日本が

国際的な流れを作った稀有な例の一つですが、それを

一人でけん引されたのが先生でありました。先生の数

多い学術への貢献が今回の文化勲章のご受章につなが

ったものと思いますが、機械翻訳への貢献一つをとっ

ても、十分にご受章の理由になると思っています。

 先生、ご受章、おめでとうございます。

3.お 祝 いの 言葉(井 佐原 均)

私は学部3年 生だった1975年 に初めて長尾先生の教

授室にお伺いして以来、長年にわたって自然言語処理

の研究について、ご指導いただいてきました。当時の

長尾研究室には文系の先生方も出入 りしておられ、さ

らには国際会議のお手伝いや、海外の研究者のお相手

など、多くの経験をさせていただきました。私が電子

技術総合研究所を経て、通信総合研究所(現 、情報通

信研究機構)に 異動し、研究グループを立ち上げた時

に文系の研究者を多く受け入れたこと、その頃から現

在まで続 く中国の多くの研究者との交流やタイでのラ

11991年 に 「日本 機 械 翻 訳 協 会 」 と して設 立
、1992

年 に 「ア ジ ア太 平洋 機 械 翻 訳 協 会 」 と名 称 変 更。
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ボの設立などは、このような学生の時の経験が元にな

ってお ります。

 機械翻訳に関する長尾先生のご貢献につきましては、

辻井先生が述べておられ る通 りですが、個人的には機

械翻訳国際連盟(IAMT)が 立ち上がった1991年 の第

3回MTサ ミット や、それに続く北米視察にご一緒

させていただいたことが懐かしく思い出されます。

 今回の受章は情報工学分野では初めての受章ですが、

社会に使ってもらえることを重要視 して研究に取 り組

んでこられた長尾先生の受章が、機械翻訳の社会実装

が進む今であることに巡りあわせを感 じます。

 長尾先生の素晴らしいところは学術のみではなく、

その基盤となっている考え方にあると思います。私自

身が十分に理解できているかは分か りませんが、何か

日本文化といったものが根底にあるように感 じており

ます。現在、私が所属する大学においても、長尾先生

の書かれたものに感動した、長尾先生のお話を聞くと

元気が出る、と語る教員たちが居りますが、専門分野

に限らず感銘を与えるのは、このような基盤があって

のことと思ってお ります。

 これからも変わらず、我々に指針を与えてください

ますよう、お願い致します。長尾先生、文化勲章の受

章、おめでとうございます。

4.お 祝 い の言葉(中 岩 浩 巳)

私は、大学院修了後NTTに 入社 し、機械翻訳の研究

をスター トしました。まず機械翻訳の基礎を学ぶため

に読んだ機械翻訳入門書が長尾先生の書かれた 「機械

翻訳はどこまで可能か」(2)でした。当時は、ルールベ

ース翻訳方式が全盛で、NTTも ルールベースの翻訳シ

ステムを研究開発 してお りましたが、そのシステムで

構築されてきた機械翻訳用の大規模辞書データを、長

尾先生に評価 していただき、是非公開すべきであると

の強いご助言があったのがきっかけで、岩波書店より

「日本語語彙大系」を出版することが出来ました。企

業が開発 した機械翻訳システムの辞書情報を書籍出版

するということは、当時画期的なことでした。その後

の私にとってこの出版の実現は、機械翻訳に関わって

いくキャリアに とって大変重要なもの となりました。

 長尾先生は、Muプ ロジェク ト、 MTサ ミット、機

械翻訳協会と、 日本を中心 とした機械翻訳の国際的活

動の流れを作ってこられました。長尾先生のご尽力が

あったからこそ、 日本発の機械翻訳の国際連携の流れ

が生み出されたもの と思います。また、私が会長を就

任 していた2012年 から2018年 の間では、機械翻訳の

主要ユーザの1つ である翻訳業界 との連携を強化 して

まい りましたが、その際にも、長尾先生からは温かい

サポー トをいただきました。そのご助力もあり、2017

年に日本での24年 ぶ りの開催とな りま したMTサ ミ

ッ トXVIで は、機械翻訳業界だけではなく翻訳業界の

方々か らもご協力いただき、成功裏に会を終えること

が出来ました。

 長尾先生の文化勲章受章は、AAMT会 員のみならず、

機械翻訳や自然言語処理の研究開発、また、その活用

などにかかわる多くの方々にとって励みになるととも

に大変喜ば しいこととな りま した。これか らも、お元

気で我々をご指導いただければ幸いです。長尾先生、

ご受章おめでとうございます。

5.お 祝 い の言葉(隅 田英一 郎)

私はMuプ ロジェク トのルールベース翻訳方式の日英

論文翻訳システム開発に携わ らせていただきました。

Muプ ロジェク トの成果であるプログラムと辞書 と技

術と経験は、研究者が各社に持ち帰 り、自社製品の開

発に役立て、多数の商品が生まれま した。

 長尾先生はルールベースのMuプ ロジェク トを指揮

しておられましたが、ルールベースと全く異なる 「例

に基づく翻訳」というアイデアを少 し早い時期の1981

年に発表 されました。 これは現在の経験主義的な(統

計的機械翻訳やニューラル翻訳等の)手 法の魁にな り

ます。1989年 から、私は、長尾先生がテーマ設定に深

く関わられた国際電気通信基礎技術研究所で、音声翻

訳の国家プロジェク トに従事することにな りました。

そこで、私は 「例に基づく翻訳」にのめ りこみ、ルー

ルベースでは翻訳出来ないことで有名な『日本語の 「A

のB」 とい う形の名詞句を英語に翻訳する問題』を 「例

2



に基づく翻訳」で解けることを発表 し長尾先生にお認

めいただき、その後の研究の糧とな りま した。「例に基

づく翻訳」は世界に広が り、統計的機械翻訳の手法 と

融合して発展しました。

 しか しながら、他の言語対に比べると翻訳が難 しい

日本語と英語の対においては、やがて精度改善速度が

鈍 り、天井にぶつか りま した。深層学習によるニュー

ラル翻訳が登場 し、蓄積されてきた対訳データを用い

て、一気に先の天井を打ち破 る著 しい精度改善を示 し

ま した。ニューラル翻訳は燈原の火となり瞬 く間に全

世界に広が りま した。儘ならなかった 日英の機械翻訳

も十分に高精度化し、AAMTに おいて、研究者 ・開発

者 ・利用者が 『活発に緊密に』連携する時代を迎え、

AAMTの 重要性が一気に高まりました。一文単位の翻

訳は非常に高精度化できましたので、さらに、文を越

えた情報の利活用の研究として、主語の補完等の所謂

文脈処理技術や文外の情報を扱 うマルチモーダル技術

を取り込んだ異次元の機械翻訳も実現の兆 しを見せて

います。

 長尾先生の文化勲章受章は、機械翻訳の研究者 ・開

発者 ・利用者のフォーラムであるAAMTに とって、

大変喜ばしいことでした。長尾先生、文化勲章のご受

章、おめでとうございます。 これからも、長尾先生に

は末永くご指導いただき、機械翻訳の進化をお楽 しみ

いただきたいと考えます。

6.お わ りに

 以上のよ うに長尾先生のご業績は広く深いです。

 歴代会長一同は、初期から機械翻訳の研究をリー ド

され、ヴィジョンをもってAAMTを 創設 された長尾

先生のお仕事に感謝 し、受章を心よりお祝い申し上げ

ます。

参 考 文献

 (1) 「情報を読む力、学問する心」長尾 真、318

   ページ、ミネル ヴァ書房(2010)

 (2) 「機械翻訳は どこまで可能か」長尾 真、157

   ページ、岩波書店(1986)

3



一
第2回 自動翻訳シンポジウム～ 自動翻訳 と翻訳バンク～報告

  内山将夫

情報通信研究機構

1.は じめに

 当シンポジウムは、2019年3月6日 にコングレ

スクエア 日本橋(東 京)で 開催されました。会場は満

杯で、非常に盛況でした。

 主催者挨拶では、総務省総務大臣政務官の國重氏よ

り、政府として多言語対応を進めるために、自動翻訳

の精度向上が必要であるため、総務省 とNICTが 翻

訳バンクを運営しているとの説明がありました。翻訳

バンクは、世の中一般から対訳データをご提供いただ

くことにより、その対訳データを活用して、自動翻訳

精度を向上することを目的としています。

2.基 調 講 演:「 デ ー タがAIの 燃 料 」 とな る

  時 代 の研 究 開発 戦 略/国 立 情 報 学研 究 所

  (NII)所 長 ・東 大 生産技 術研 究 所教 授

  喜連 川 優 氏

 喜連川氏の講演は次のようなものと感 じました。(ほ

かのまとめについても同様ですが、これはあくまで報

告者の主観によるまとめです。)

 現在のITを 傭瞼すると、データの時代と言えます。

英語では「DataFuelsAIjと いいますが、

これは、「データはAIの 燃料です」と言えます。自動

翻訳においては、対訳データが自動翻訳の燃料 と言え

ます。

 IoTで データを収集 して、AIで データ解析をし

ます。この二つがそろって、BigDataと 言えま

す。 これは、自動翻訳においては、コーパス増強がデ

ータ収集に相当するといえます。このデータ収集はI

oTで するとは限らず、その収集のデザインが重要で

あり、翻訳バンクはそのデザインの一つと言えます。

 データの領域は米国NFSで も重要視されていて、

        Dataは 登 場 か ら5年 以 上 を経 て

                 日本 のSoci

     Oは デ ー タ に ドライ ブ され たSuper

     Societyと い え ま す。な お 、日本 で

     Dataの 前 に、情 報 爆 発 プ ロ ジ ェ ク トが

実 施 され て い るの で 、BigDataは 、日本 に とっ

て は 、 な ん ら新 しい もの で は な く、 登 場 前 か らの な じ

み の あ る概念 で す。

 現 状 で は 、AIが うま くい く領 域 も あれ ば うま くい

か な い領 域 もあ ります 。碁 な どで は上 手 くい き ます が 、

自動 運転 な どで は ま だ ま だ とい え ま す。

 た とえ ば 、 画像 か らキ ャ プ シ ョ ンを 生 成 す るAIで

は 、 か な り上 手 に キ ャ プ シ ョン を 生 成 して い る例 が 知

られ て い ます 。 けれ ども 、 ち ょっ と変 わ っ た 入 力 に 対

して 、 た とえ ば 、看 板 を冷 蔵 庫 と間 違 え た りしま す 。

     ・一  薔 踵 警 馨
   ◎                             へ .静
            ..  

覧      晦        ・.    斯 毒聡

 6 ・ ・ ぎ 溜:.'『 ・.1謄'鍔 舟

・塾 塾 卿
:1

く… 亘  一 ノGa ＼飛

         会場内の模様

:二..山エイ ー ≧ '

翌擁謬 碧
＼、ボ ㌦.ご 嬉 一 ノ

     ー ・圏   ・〆'    ←亨._a

         展 示 会 場 の 模 様

米 国 で は 、Big

ま す ま す 重 要 に な っ て い ます 。 一 方 、

ety5.

Smart

は 、Big
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これ は 、学 習 時 に は想 定 外 の入 力 に対 して 弱 い とい え

ます 。た とえ 、そ の想 定外 の入 力 が 、人 間 に とっ て は 、

常 識 で あ っ て も です 。

 NIIは 、 医療 ビ ッグデ ー タ ク ラ ウ ド基 盤 構 築 と し

て 、医 学 関 係 の 学 会(複 数)と 連 携 し、 医療 画 像 デ ー

タ を学 会 が 匿 名 化 して収 集 し、そ れ をNIIの ク ラ ウ

ドにお いて 、AI画 像 解 析 研 究 者 が 医療 画 像 の研 究 を

進 め る プ ロ ジ ェ ク トを進 めて い ます 。

 この ク ラ ウ ド基 盤 構 築 にお いて は 、AIは 、 ほ ん の

一 部 で す
。 そ の 構 築 には 、ネ ッ トワー ク 、 ク ラ ウ ド、

セ キ ュ リテ ィ、 デ ー タベ ー ス 、 キ ュ レー シ ョン 、 シ ス

テ ム ソ フ トウ ェ ア等 が 必 要 で す 。 また 、AIに 取 り入

れ るデ ー タ にお い て は、90%が デ ー タ の前 処 理 に使

わ れ る労 力 で す 。そ の た め 、AIを 活 用 す る た め に は 、

ク ラ ウ ド作 成 や デ ー タ作 成 な どで のAI以 外 の 部 分 が

非 常 に重 要 で す 。AIは 、 シ ステ ム全 体 の わず か な一

部 で す 。

 AI画 像 分 析 は、 医 師 の 判 断 の 補 助 と して大 変 役 立

ち ます 。

 AI画 像 分 析 にお い て は 、 ア ル ゴ リズ ム に よ る性 能

の 差 は 少 な く、 デ ー タ を増 や す こ とに よ り、性 能 が 顕

著 に増 加 します 。この類 推 か ら、自動 翻 訳 にお い て も 、

対 訳 デ ー タ を増 強 す る こ とに よ り、性 能 が 向上 す る と

思 い ま す 。 これ は、 翻 訳 バ ン ク と 自動 翻 訳 に対 す る エ

ー ル で す
。

3.翻 訳 バ ン ク の概 要 説 明/情 報 通 信 研 究機

  構 隅 田 英 一郎 氏

 自動翻訳が役立つ事例として、VoiceTraや

みんなの自動翻訳@TexTraを 紹介 しました。ま

た、自動翻訳の活用により、個人差はありますが、プ

ロの翻訳者の効率が改善することを、ポス トエディッ

トにおける翻訳スピー ドの向上で示 しました。

 次に、自動翻訳が典型的なAIで あることを、自動

翻訳の歴史により説明 しました。 自動翻訳は1946

年より研究されていましたが、DeepLearni

ngに よる進化によりNMTが 一気に使えるようにな

りました。

 翻訳精度は次式できまるという紹介がありました。

「対訳データの量x質xア ル ゴリズム」

 対訳データの量が多ければ多いほど性能が向上しま

すが、質も重要なので、自動翻訳にも得手 ・不得手が

出てきます。そのため、大量の良質なデータを集める

ことが重要です。これまでは、Webか らそれほど良

質でないデータを大量に集めていましたが、翻訳バン

クでは、政府 ・会社等か ら大量の良質なデータを翻訳

バンクに蓄積 します。

 日本では年間2000-3000億 円が翻訳に使わ

れてお り、それにより5億 文程度が翻訳されていると

推定されます。それを翻訳バンクで再利用することに

より、高精度自動翻訳エンジンを作成できます。

 NICTで は、業界ごとに最高精度の自動翻訳を構

築 し続けています。これまでに特許 ・ITで 高精度エ

ンジンを作っており、今後、製薬 ・金融等に進めてい

きます。

 翻訳バンクとい う名のエコシステムにより、ポジテ

ィブスパイラルとして、対訳寄付 と自動翻訳高精度化

が進みます。今のペッ トボ トルなどのリサイクルと同

じ感覚で、対訳のリサイクルが常識 となればよいです。

対訳の形式としては、XMLが 理想です。

 最高精度の自動翻訳を作るベス トな方法は、競争で

なく協調です。散在 している対訳を一か所に集めるこ

とにより、良い自動翻訳エンジンを作 りたいと思いま

す。そのために、翻訳調達の仕様書に次の1行 を加え

ていただきたいと思います。

 「原文と翻訳文の対を翻訳バンクに提供」

4.講 演1.医 薬 品 開発 向 けAI翻 訳 の評価 と

  導 入/ア ス トラゼ ネ カ 株 式 会 社 田中 倫

  夫氏

 アス トラゼネカ(AZ)で は、翻訳品質に関する要

求性能が非常に高く、以前は、自動翻訳は使えない と

い う判断で したが、最近の精度向上により注目しだ し

て、現時点では、実際に活用 しています。
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 医 薬 品 開 発 の トレン ドは世 界 同 時 開発 です が 、 日本

で は 日本語 の 治 験 実施 計 画 書(CSP)や サ マ リー 文

書(CTD)が 必須 とな りま す。 そ の た め 、 高 品質 の

翻 訳 を短 納 期 で 実施 す る 必 要 が あ ります 。

 AZで は 、 年 間 に 、 A4換 算 で8000ペ ー ジ く ら

い の 翻 訳 需 要 が あ りま す 。 この 需 要 に 対 して 、 製 薬 業

界 の 翻 訳 業 務 に お け る ビジ ネ ス ニ ー ズ は 、 品 質 ・コス

ト ・ス ピー ドで す。

 AZで は 、 翻 訳 バ ン クの枠 組 み に よ り、100万 文

対 を翻 訳 バ ン クに 提 供 し、 そ れ に よ りみ ん な の 自動 翻

訳 に お け る汎 用NMTを ア ダ プ テ ー シ ョン しま した。

 ア ダプ テ ー シ ョン とい うの は 、 「iPhoneca

se」 が 、 一 般 的 に は 「iPhoneの ケ ー ス 」 で あ

るの に 、訴 訟 の分 野 で は、「iPhoneに 関 す る訴 訟 」

とな る よ うに 、分 野 毎 に訳 語 を最 適 化 す る仕 組 み です 。

100万 文 は 、 汎 用NMTを ア ダ プ テ ー シ ョ ンす るに

は 、 十 分 で あ った よ うで す。

 AZとNICTの 協 業 の 枠 組 み は 、 AZが 対 訳 を 提

供 し、NICTが ア ダ プテ ー シ ョンエ ン ジ ン を作 成(A

dapt)し 、AZがAdaptの 品 質評 価 を す る と

い うもの で した 。

 評 価 と して は 、 訳 漏 れ 、 過 剰 訳 、誤 訳 、 文 法 、 一 般

用 語 、 専 門 用 語 、 流 暢 さの観 点 か ら評 価 しま した。 評

価 結 果 に よ り、5段 階 で3以 上 が使 え る とい う判 断 の

と こ ろで 、5と4の 評価 が 多 く、 翻 訳 結果 が使 え る こ

とが 分 か りま した。 た だ し、 長 文 が 多 い 文 書や 特殊 領

域(品 質 関 連 の 文 書 で 対 訳 デ ー タ が少 な い領 域)に お

い て は 、 翻 訳性 能 が 他 の 領域 と比 べ て 悪 か っ た です 。

ま た 、 英 日方 向 の性 能 の 方 が 、 日英 方 向 の性 能 よ り も

高 か っ た で す。

 BLEUス コア に つ い て い え ば 、 ア ダ プ テ ー シ ョン

の 前 後 で 、 日英 は18.68→41.94、 英 日は2

1.94→50.52の よ うに 向 上 しま した。 これ ら

は 、 一 般 的 なBLEUス コア の解 釈 に よれ ば 、 か な り

高 いBLEUス コ ア とい え ます 。 けれ ど も、人 手 に よ

る修 正 は必 要 です 。

 結論 と して 、す べ て の評 価 項 目につ い て許 容 で き る

品 質 を 認 め ま した が 、 翻 訳 者 の 品 質 に 到 達 す る には 、

ポ ス トエ デ ィ ッ ト(PE)が 必 要 で す 。 ま た 、 翻 訳 に

要 す る時 間 は 、PEを 実 施 して も、 NMTを 使 うほ う

が 短 い で す 。

 ア ダプ テ ー シ ョンエ ン ジ ン の最 新 バ ー ジ ョン は 、上

記 の 評 価 の とき よ りも更 に性 能 向 上 してい ます 。 ア ダ

プ テ ー シ ョン に よ り、 専 門用 語 の 翻 訳 が 向上 して い ま

す 。 加 えて 、 患 者 同 意 説 明文 書 で は、 語 尾 が 「です ま

す 」 調 にな るな ど、 読 ん でい て気 持 ち の 良 い翻 訳 が 出

て きま した 。

 CSPの 翻 訳 にお け るNMT使 用 実 例 で は 、 NMT

導 入 前 で は 、 約150ペ ー ジ の文 書 につ い て 、外 部 翻

訳 者 に よ る翻 訳 が3週 間+内 部 で の最 終 化 に1週 間 、

合 計 で4週 間 か か りま した。 一 方 、NMT導 入 後 は 、

2週 間 で 最 終 化 まで 終 了 しま した 。

 ま と め と して 、ポ ス トエ デ ィ ッ トが 必 要 です が 、 品

質 ・コ ス ト ・ス ピー ドの 観 点 か ら、AI翻 訳 の有 用 性

が 確 認 され ま した。

5.講 演2:著 作権 法改 正 がAI開 発 に与 え る

  衝 撃/STORIA法 律 事務 所 柿 沼 太 一 氏

 AI開 発のフェーズは、生成フェーズと利用フェー

ズの2フ ェーズに分けて考えられます。生成フェーズ

では、データを集めて学習モデルを作 ります。このと

き、データの権利者 と、学習モデル作成者の権利が問

題とな ります。利用フェーズにおいては、学習済みモ

デルが生成 した出力の権利等が問題 となります。その

他にも様々な権利等が問題とな ります。

 AIの 生成に関する法律問題としては、生データに

ついては、「データの種類」x「 取得方法」で整理する

とわか りやすいです。

 データに関する規制としては、「法律」「契約」の2

通 りについて、「実施 してよいか」「実施 して悪いか」

の2通 りの組み合わせがあるので、全部で4種 類の場

合があ ります。

 たとえば、漫画のデータについては、「古本屋か ら購

入したものを自分でデジタル化」した場合と、「デジタ
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ルデータを他者から契約により取得」 した場合では、

データの種類は同じであっても、契約のあるなしによ

り、データに関する規制が異なります。具体的には、

前者は著作権法のみが規制 しますが、後者では、法律

と契約の双方により規制を受けます。

 具体例として、MakeGirs.moeで は、A

Iが 萌え画像を生成 します。この ときの学習データは

Getchuと い うサイ トか らクロー リングにより収

集 したと思われます。これにより様々な権利に関する

論点が生じますが、ここでは、「仮に生データを権利者

の許諾なくダウンロー ドしてモデルを生成 していた場

合、生データの著作権侵害にならないのか」を検討 し

ます。

 学習データの準備は、生データのコピー等、いずれ

の作業も原則 として著作権者の承諾なく行 うことはで

きません。 けれども、AI開 発においては、次の例外

規定により、著作権者の承諾なく可能です。これを、

権利制限規定といいます。

 具体的には、著作権法30条 の4に より、情報解析

に用いる場合には、著作物を自由に利用 しても構いま

せん。著作権法30条 の4に は次の特徴があ ります。

*AI生 成にとって非常に重要

*非 営利 目的に限定されていないのが最大の特徴

*「 いずれの方法によるかを問わず、利用することが

できる。」とされているので、情報解析における広範な

作業が可能になった。

 ただし、著作権法は 「サーバーの所在地」に適用 さ

れると考えられていますので、国外にあるサーバーを

利用すると日本著作権法30条 の4が 適用されません。

そのため、次のことが言えます。

『機械学習するなら(物理的な意味で)日本においで。』

 日本著作権法30条 の4で 以下のことが可能になり

ま した。

① 自分がWeb上 の自然言語データから対訳データ

 を作って、学習済みモデルを作成

② 自分がWeb上 の自然言語データから対訳データ

 を作って、それを販売

③ 自分が上記のように作成 した対訳データと学習済

 みモデルを販売

④ 複数の参加者が学習用データセ ットを作成 し共有

 →大きいインパク トとして、AIデ ータを作成 し

 て販売するビジネスが可能になった。

 けれども、第三者が著作権を有 している生データか

ら適法に学習用データセ ットや学習済みモデルを生成

するには次の点に注意が必要です。

① 契約が有効に締結されている場合は、当該契約(ラ

 イセンス)違 反となる可能性が残る。

② 「情報解析を行 う者の用に供するために作成 され

 たデータベースの著作物」については無断で利用

 できない。

③30条 の4但 し書きの 「当該著作物の種類及び用

 途並びに当該利用の態様に照 らし著作権者の利益

 を不当に害することとなる場合」は不可

 このように、著作権法の改正により、AI開 発が相

当自由に実施できることとな りました。

6.パ ネル デ ィスカ ッシ ョン 「AI時 代 の研 究

  開発 、 ビジネ ス及 び 法律 問題 」

 隅田氏がモデレーターで、上記講演者+NICT理

事長の徳田英幸氏がパネ リス トでした。ディスカッシ

ョンも非常に盛 り上がりま した。以下では、報告者の

印象に残った発言のみを挙げます。

柿沼氏:AIの アルゴリズムはコモディティ化してき

 てお り、データの収集が重要になってきている。

 医療においては、データ収集の仕組みが完成 して

 いるわけではなく、医療機関とAIベ ンダーが組

 となって動いているが、個人情報保護法において

 はAIを 考慮 してお らず、その点がAI開 発の問

 題意識 として持っている。

隅田氏:音 声も個人情報ということから、音声翻訳に

 おいて、音声データの取 り扱いがとても難 しくな

 っている。

徳田氏:テ クノロジーイノベーションのスピー ドと法

 律 ・社会制度のイノベーションのスピー ドがちぐ
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 は ぐに な って い る。 た と え ば 、 自動 運 転 に つ い て

 テ ク ノ ロ ジー の進 歩 が あ った と して も 、社 会 制 度

 の イ ノベ ー シ ョン が な けれ ば 、 実 際 に 社 会 で使 う

 こ とが で き な い。 そ の よ うな 、社 会 制 度 の イ ノベ

 ー シ ョ ン に関 す る 定 期 的 な レ ビュ ー が あ る と良 い

 と考 え る。

徳 田氏:テ ク ノ ロ ジー トラ ン ス フ ァー が ス ムー ス に行

 く よ うな 新 しい試 み をErlcourageし て ム

 ー ブ メ ン トを起 こ して い く とよ いの で は ない か 。

隅 田氏:デ ー タ に関 して 、 オー プ ン なデ ー タ とク ロー

 ズ な デ ー タ のバ ラ ン ス は?

田 中氏:機 械 翻 訳 で は、 過 去 の オー プ ンデ ー タ のみ で

 高 精 度 に な る と理 解 して い る。AIは 内部 に デ ー

 タ を 持 た な い の で 、 ク ロー ズ デ ー タ も含 め て 学 習

 して 、性 能 を 高 め る こ とが で き る だ ろ う。

田 中氏:製 薬 会 社 で は一 般 的 にAIの た め にデ ー タ を

 共有 す る こ とは で き な い。

徳 田氏:NICTに もデ ー タ は多 数 あ る。NICTで

 は 、 政 府 予 算 か ら構 築 され た デ ー タ につ い て は 、

 API等 の何 等 か の 手 段 で オ ー プ ン に使 え る よ う

 に して い る。 デ ー タの 種 類 と して 、 オ ー プ ン ・ク

 ロー ズ等 だ け で な く、時 間 軸 も考 えて 、た とえ ば 、

 数 か 月 後 に は公 開 で き る とか に な る と 、研 究 だ け

 で な く、産 業 利 用 も活 発 に な る。

隅 田氏:機 械 翻 訳 にお い て も オー プ ン なデ ー タが 利 活

 用 で き、 それ に よ り毎 年 機 械 翻 訳 精 度 が 向 上 して

 お り、 研 究 者 だ け で な く 、 ビジ ネ ス に とっ て も メ

 リ ッ トが あ る と考 え られ る。

田 中氏:AIに よ りみ ん なが 同 じにな った ら、 他 社 と

 の優 位 性 は ど の よ うに 出 す の か?時 間 差 に よ る デ

 ー タ の公 開 は 、無 条 件 の デ ー タ共 有 と比 べ て 、 現

 実 味 の あ る ソ リュー シ ョン とい え る。

柿 沼 氏:私 が 取 り扱 う案 件 で は1対1で の 開発 が 多 い 。

 デ ー タ の 権 利 とモ デ ル の 権 利 は無 関係 で あ る。 問

 題 点 は 、 デ ー タの 開発 コス トを どの よ うに 回 収 す

 るか に あ る。 そ の 点 か ら、 た とえ ば 時 間 的 な制 限

 を受 け た モ デ ル の 独 占権 な どが 一 般 的 に な る可 能

 性がある。

喜連川氏:デ ータの利用に関して、バランスの取れた

 議論が必要。

喜連川氏:デ ータの共有に関しては、難 しい議論が残

 っている。コンテキス トに応 じて丁寧に整理する

 必要がある。

田中氏:日 本発のAIは 世界で使えるか?

柿沼氏:モ デルが日本で生成されれば、国外にもって

 いっても大丈夫。データセ ットについては、国外

 に持ち出せ るかが問題となると思われる。

隅田氏;日 本のAIの データ活性化においてデータ共

 有スキームの方向性は?

徳田氏:カ ナダのベンチャーの自動運転では、データ

 合成によりAIの 学習を している。 自動翻訳でも

 データ合成ができればよいのではないか

喜連川氏:碁 でデータ合成ができても、サッカーでそ

 れができるまで時間がかかるだろう。 日本は、い

 ろいろな工夫をしなければAIが 賢くならない領

 域を頑張るとよいのではないだろ うか。

喜連川氏:ワ トソンの勉強法とMTの 関係性は?ワ ト

 ソンは高度な意味処理を利用 した勉強をしている

 が、そのような勉強方法をMTに 取り入れること

 ができるか。

隅田氏:特許自動翻訳は3.5億 文で学習しているが、

 人間の翻訳者はもっと少ないデータ量でもっと高

 精度の翻訳ができるよ うになっている。 これから

 考 えて、両者の原理は違 う。そのため、今後、人

 間の原理を研究することにより、自動翻訳の性能

 は飛躍的に向上すると思 う。

喜連川氏:特 許は特殊な文体であり、それを本当に学

 習可能か。

隅田氏:完 全に学習可能かはともかくとして、中日自

 動翻訳において、特許実務に役立つようなものは

 構築可能であり、実現 している。

7.展 示

次の10件 の展示がありました。 これ ら展示の概要に

8



つ い て は 、 当 シ ン ポ ジ ウ ム サ イ ト

htt:〃h・banknict. O.1/seminars/index.htm1

をご参照ください。

● 74言 語対応 夢の通訳機POCKETALK

   (ボケ トーク)(ソ ースネクス ト株式会社)

● 事業者様 医療機関様向け多言語通訳タブ レット

   (コニカ ミノルタ株式会社)

● 機械・音声翻訳で多言語対応をサポー ト(凸 版印

  刷株式会社)

● 鉄道のサー ビスを向上する多言語音声翻訳ソリ

  ューション 「駅 コンシェル」(株 式会社 日立超L

  SIシ ステムズ)

● 特許庁 機械翻訳システムに採用 された高精度文

  書翻訳ソリューション(東 芝デジタル ソリューシ

  ョンズ株式会社)

● 企業向け機械翻訳サービスMiraiTran

  slator田(株 式会社みらい翻訳)

● みんなの 自動翻訳@KI(商 用版)(株 式会社川村

  インターナシ ョナル)

・

・

・

「T-tact」 お よ び十 印 の 「み ん なの 自動 翻

訳 十 み ん」(株 式 会 社 十 印)

特許 と科 学 技 術 文 献 ・技 術 文 書 に 特 化 したNeu

ralTranslatorサ ー ビス(日 本 特

許 翻 訳株 式 会 社)

翻訳 者 ・専 門 家 の た めの ニ ュー ラル 機 械 翻 訳 支 援

ツ ール 「GreenT」(み ん な の ワー ドマ ク ロ)
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   1  :

2019年2月AAMTセ ミ ナ ー セ ッ シ ョ ン2参 加 報 告

           目次 由美 子

         XTM International Ltd.

AAMTセ ミナ ー セ ッシ ョン2参 加 報 告

開 催 日:2019年2月12日(火)

開 催 場 所:主 婦 会館 プ ラザ エ フ

セ ッ シ ョン2: 『MT・ ポ ス トエ デ ィ ッ ト ー最 前 線 一』

講 演1:『 イ ンバ ウ ン ドシ ー ンで 実 用 化 され た機 械 翻 訳

+ポ ス トエ デ ィ ッ トサ ー ビス 事 例:ジ ャ パ リン ガル 』

野 阪 知 新 氏(凸 版 印 刷 株 式 会 社 情 報 コ ミュ ニ ケ ー シ

ョン事 業 本 部 ソー シ ャル イ ノベ ー シ ョンセ ン ター 情

報 イ ン フ ラ本 部 地 方 創 生 ・観 光 事 業 推 進 部 係 長)

府 内 翼 氏(東 日本 電 信 電 話 株 式 会 社 ビジ ネ ス 開 発 本

部 第 三 部 門IoTサ ー ビス 推 進 担 当)

講 演2:『 ジ ャパ リンガ ルAPIを 利 用 したCMSで の 多

言 語 化 サ イ ト運 用 へ の適 用事 例 』

早 瀬 将 一 氏(シ ック ス ・アパ ー ト株 式 会 社 製 品企 画

マ ネ ジ ャ ー)

報 告 者:目 次 由美 子(XTM International Ltd.)

【講演1】

2014年 以降、凸版印刷では翻訳システムの社会実装を

中心に、以下のような活動を実施 してきた。

 店舗ごとの需要に応 じて個別展開されていた翻訳案

件を擁する百貨店に対 して翻訳の一元管理を提案 し、

用語統一によるブラン ド管理や過去訳流用によるコス

ト削減を実現 したり、外国語でのや り取 りが求められ

る地方自治体の窓口業務を支援するための音声翻訳シ

ステムの研究開発をNICTか らの委託の下、複数の自

治体にて展開 している。また、音声翻訳システムを日

本郵便の約2万 局に導入し、外国人の訪問目的を確認

するなどのコミュニケーションで活用したり、ベ トナ

ムで現地の技能実習生を対象とした講習センターや外

国人労働者を受け入れる日本企業の工場などでも活用

している。

このような自動翻訳の社会実装の取 り組みが評価 され

2018年 に第13回 長尾賞を受賞 している。

轟
等

袖

h

、

 東京でオ リンピック ・パラリンピックが開催 される

2020年 に向けて訪 日外国人の増加は顕著であるも、訪

日外国人の多くは言葉の壁に悩まされているという実

情を否めない。外国人客を受け入れたい、受け入れる

準備を進めたいとい う日本企業の多くは 「翻訳」 とい

う業務の経験に乏しく、発注時の必要事項も把握でき

ていない。そこに凸版印刷は 「ワンス トップで課題を

解決する仕組み」の必要性を見出 した。凸版印刷の翻

訳者ネットワークと独自の翻訳プラッ トフォームを

NTT東 日本の機械翻訳エンジン技術と結合させ、イン

バウン ド翻訳サービス 「ジャパリンガル」としてサー

ビス提供を展開している。

 ジャパ リンガルではWeb上 にて24時 間365日 、翻

訳の発注と納品の受け取りが可能であ り、NTr東 日本

の翻訳エンジンを活用 して低価格 ・短納期 ・高品質を

実現 している。2千 文字の翻訳は翌 日に納品可能 との

こと。機械翻訳を適用 した後の事後編集作業にもオプ

ションがあり、ネイティブチェックを含めた高品質の

翻訳も提供 している。
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 ジ ャパ リンガ ル の 機 械 翻 訳 と して採 用 して い る

NTT東 日本 の 「ひ か りク ラ ウ ドcototoba」 は 、 「訪 日外

国 人 観 光 客 の"お もて な し"の 実 現 」 を 目指 したAI

機 械 翻 訳 サ ー ビ スで あ り、 特 に文 化 ・観 光 の分 野 にお

け る強 さ を特 長 と して い る。具 体 的 には 、文 化 ・芸 術 、

観 光 ・交 通 な どの6ジ ャ ンル 、28万 語 彙 を含 む 日本 の

固 有 名 詞 を大 量 に 学 習 して い る。 また 、 固 有 名 詞 の 抽

出 及 び 高 品 質 な コー パ ス を作 成 す る際 に もNTTグ ル

ー プ のAI技 術(corevo)が 活 用 され て い る
。ま た 、 API

提 供 す る事 で 様 々 な パ ー トナ 企 業 様 との シ ステ ム連 携

も可 能 で あ るサ ー ビス で あ る。

ク リッ クす るだ けで 表 示 言 語 が 切 り替 わ る 多 言語 の

Webサ イ トは 珍 し くな い。 MT.netで 管理 され て い る コ

ンテ ン ツ を、 ジ ャパ リンガ ル 連 携 機 能 を活 用 して 翻 訳

す る一 連 の 操 作 を早 瀬 氏 は 実 演 して くれ た。

闘
!

唱毫 ・

摂

風

壕

藤

」.轟

～

・
 

-

,

ヒ

.
`

レ

・

.

甲

飛

」

ザ
噂

 【講 演2】

 シ ッ クス ・ア パ ー トで はWebCMSで 運 用 され る多 言

語 サ イ トに て ジ ャパ リン ガルAPIを 利 用 して い る。 同

社 が提 供 して い るWebサ イ ト構 築 の た め のCMSプ ラ

ッ トフ ォ ー ム 「MovableType.net」(MT.net)で は 、 HTML

な どの 技術 的 な 部 分 と コ ンテ ンツ 管理 が 分 離 され て い

るた め 、 更新 管理 が 実施 しや す い仕 組 み が 実 現 され て

い る。 日本 語 用 ペ ー ジや 英 語 用ペ ー ジ な ど、 ボ タ ン を

 従来の翻訳のフローでは、条件に見合 う翻訳会社を

探す1つ めの手順から、打ち合わせやサンプル提供を

経て、翻訳済みテキス トをCMSに 反映させて公開す

る8つ めの手順にて完成に至っている。

MT.netの 管理画面では、コンテンツに対 して[ジ ャパ

リンガルへ依頼]す るための機能が搭載 されてお り、

翻訳の見積もりや依頼ができるだけではなく、納品さ

れた翻訳の受け取 りや確認、オリジナルの記事への反

映もできる。翻訳済みテキス トを差し戻すような必要

が発生しない限り、一連の翻訳はMT.net上 で完結 させ

ることができる。

t 
.

翻 訳 の フ ロ ー ～ ジ ャパ リ ン ガ ルfor MovableType.net

_■ ■円
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第5回 特許情報シンポジウム 開催報告

             須藤 克仁

奈良先端科学技術大学院大学(AAMTIJapio特 許翻訳研究会 副委員長)

1.開 催 概 要

 AAMT!Japio特 許翻訳研 究会の活動 の一環 と

して、翻訳 を中心 とす る特許情報処理に関す る情

報交換 と議論の場 を提供す るた めの 「特許情報 シ

ンポジ ウム」 を、平成30年12月7日(金)午

後 に ビジ ョンセ ンター浜松町 において開催 した。

本 シンポジ ウムは2010年 に第1回 を開催 、以後

2年 ごとの開催 で今回が第5回 となる。シンポ ジ

ウムの企 画お よび運 営 は実行 委員長 を宇津 呂武

仁先 生(筑 波 大・AAMT!Japio特 許翻訳研究会 副

委員長)、 副委員長 を須藤 と し、研 究会委員で組

織す る実行 ・プログラム委員 を中心 に行った。一

般講演 の受付や選定 については綱川 隆司先生(静

岡大 ・AAMT!Japio特 許翻訳研究会 委員)に ご

尽力 いただいた。

 シンポジ ウムは招待講演3件 、特別講演1件

と一般講演4件 の構成 とし、研究会か らの報告は

行 わな かった。参加 者 は講演 者 を含 め てお よそ

100名 とな り、大変盛況 であった。

2.講 演の概要

2.1招 待講演(1):松 谷 洋平 様

(特許庁 総務部総務課 特許情報室 室長補佐)

「特許庁における機械翻訳活用の現状 と今後の

課題」

内容:2010年 頃を境に しての中国における特許

出願件数の突出 した伸び、また日本から海外への

出願件数の増加を受け、機械翻訳の重要性は増す

一方である。WIPOやEPOで はニュー ラル機械

翻訳による翻訳サー ビスを提供 しているが、日本

特許庁でも審査における海外特許情報の参照や

審査結果の海外発信のために機械翻訳を積極的

に活用 してお り、また機械翻訳の更なる充実へ向

けて辞書やコーパスの整備、技術調査を継続的に

行っている。今後はニューラル機械翻訳に基づく

機械翻訳プラットフォームの提供、また審査書類

の機械翻訳に関する事業を実施する予定である。

2.2招 待講演(2):井 佐原 均 様

(豊橋技 術科学大学 情報 メデ ィア基盤セ ン ター

長/情 報 ・知能 工学系 教授)

「ニ ュー ラル翻訳 時代 の機 械翻訳 システ ムの社

会 実装」

内容:ニ ュー ラル ネ ッ トワー クに よる機械翻 訳の

急 速 な精 度 向上 に よって機 械翻 訳 のニーズ が高

まっている。豊橋技科大 では機械翻訳 の社会 実装

のため、機械翻訳エ ンジンのベ ンダー、応用 シス

テ ム開発 のベ ンダー 、そ してユ ーザ となる企 業や

自治体 との連携 による共 同開発 ・実証 実験 プ ロジ

ェク トを進 めて いる。自治体 にお ける情報提供 で

は分野特化型 の高品質な翻訳 が求 め られ るため、

ドメイ ン内の対訳 デー タの学習 に加 え辞 書登録

機能 が実装 され 、システムの運用 ・評価 ・効果検

証 を進 めている。

2.3招 待講演(3):田 村 晃裕 様

(愛媛大学 大学院理工学研究科 助教)

「ニュー ラル機械翻訳の研究動向」

内容:ニ ュー ラルネ ッ トワー クによる機械翻訳 の

技術 につ いて初期 の方法 か ら最新 の研 究 まで を
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概観す る。2014年 の回帰型 ニュー ラルネ ッ トワ

ー ク(RNN)に よる系列 変換 モデル の提案 に始 ま

り、 訳 文 中 の 対 応 関 係 を モ デ ル 化 す る 注 視

(attention)機 構 の導入 、8層 にも及ぶ多層化 によ

って高精 度化 を達成 したGoogle NMT、 現在標準

的な手法 と認識 されてい るTransformerま での

わずか3年 ほ どで翻訳精度 は大き く向上 した。さ

らにサブ ワー ドの利用、逆翻訳 による単言語デー

タの活用、さ らには対訳文デー タを要 しない教師

な し機械 翻訳、画像の情報 を活用す るマルチモー

ダル翻訳等、様 々な新 しい技術 とその応用が急速

に広が りつつあ る。

2.4特 別講演:日 本知的財産翻訳協会(NIPTA)

特許機械翻訳研究会(奥 山 尚一 様[全体紹介]、

上野 哲也 様[化学分科会]、湯浅 豊裕 様[機械工

学分科会]、菊地 公一 様[電気・電子工学分科会]、

宮城 三次 様[知財法務実務分科会]、新田 順也

様[ツール開発D

「ユーザーから見たNMTの 使い勝手と活用の

展望」

内容:ニ ューラル機械翻訳によって特許等の翻訳

においても機械翻訳が高い精度でできるように

な りっっあり,NIPTAで は実務において現状の

ニュー ラル機械翻訳の技術水準の評価を行いそ

の活用方法を検討するための研究会を立ち上げ,

複数の分科会に分かれて活動 している。各分科会

においてNMTを 翻訳実務に利用可能であるか

どうかの検討を行った。NMTで はSMTと 異な

る訳文の自然性が大きく向上 したが、知財翻訳に

おいてはNMTで 頻出する訳抜けや湧 き出 しの

問題に加 え、専門用語の訳出や用語の統一等の面

で多くの課題が残されているのが現状である。し

か しなが ら様々な工夫によってNMTの 能力を

活かすことができ、知財翻訳実務において有益で

あると考えられる。

2.5一 般講演

 一般講演は発表募集を行い、8件 の発表申込に

対 して以下の4件 を採択の上、質疑込みで各15

分の発表とした。いずれも特許の翻訳や検索に関

する実用視点からの発表であり、産業における特

許情報処理の重要性 を感 じさせるものであった。

 ・「特許明細書の翻訳で注意すべきこと」

  吉川 潔 様(翻 訳業)

 ・「請求項の記載を構造化する提案」

  小池 誠 様(弁 理士)

 ・「用語集 による原文の一括置換 と正規表現に

  よる一括並べ替えを用いた特許明細書の高

  品質翻訳」

  杉山 範雄 様(株 式会社杉山特許翻訳)

 ・「知的財産 リスクマネージメン トにおける効

  果的な特許検索」

  宮崎 祐 様、河野 京子 様

  (ヤフー株式会社)

3.所 感

 前回2016年 の開催時 と比較 し、ニューラル機

械翻訳の技術が広く浸透 しつつあること、そ して

翻訳業界での利用が急速に進みつつあることを

改めて強く感 じさせ る内容であった。技術の進展

に合わせ、各国特許庁による機械翻訳利用が活発

化 し、企業等の知財実務 ・知財翻訳 ・産業翻訳に

も変化をもたらしつつある。

 今回は知財行政・研究開発に関する招待講演に

加 え、特別講演としてユーザの立場から見たニュ

ーラル機械翻訳の利点 と欠点について詳細なご

報告があ り、機械翻訳の研究に携わる者として非

常に興味深かった。実用のニーズがさらに高まる

ことは間違いなく、研究会 としてもこうしたニー

ズの高ま りに対 して学術的研究の視点か らどう

いった価値を提供できるか、また技術 と実用 との

橋渡しをすることができるかが重要であろう。
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 最後 に、シ ンポジ ウム開催 に際 しご支援 を賜 っ

たJapio、 AAMT、 JTFに 感謝 を申 し上げたい。
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一
IWSLT 2018参 加 報 告

    須藤 克仁

奈良先端科学技術大学院大学

1.ワ ー クシ ョップ概 要

 IWSLT(International Workshop on Spoken

Language Translation)は 音声翻訳 を主 たる トピ

ックとす る国際 ワー クシ ョップで、2004年 の第

1回 か ら毎年 開催 され今 回で15回 を数 える(余

談 だが筆 者 は今 回で8回 目の参加 で あった)。

2018年 は 自然言 語処 理 の重要 国 際会議 で あ る

EMNLP(Conference on Empirical Methods in

Natural l、anguage Processing)が ブ リュ ッセル

(ベル ギー)で 開催 され るの に先立 ち、2018年

10月29日 ・30日 の両 日に同国のブルー ジュで

開催 され た。参加者 は70名 程度で あった。

 IWSLTは 研 究論文の発表やパネルデ ィスカ ッ

シ ョンを通 じた研究議論 の場 とい うだ けでな く、

当初か らEvaluation Campaignと して音 声翻

訳 ・話 し言葉 翻訳の共通 タス クを通 じて、機 械翻

訳 や音声認識 の研 究の加 速に貢献 して きた。最初

は旅行会 話 コーパスBTECを 利用 した共通 タス

クか ら始 ま り、当時発展期 を迎 えてい た統計的機

械 翻訳 と、ル ールベース機 械翻訳、用例ベー ス機

械 翻訳、あ るいはそれ らのハイ ブ リッ ド構成 シス

テム等 、非 常に多様な機 械翻訳技術が用い られて

いた。その後音声入力に対す る翻訳や音声認識の

タス クも追加 され、統計的手法の急速 な発展 に合

わせ性能 向上を果た していった。2010年 か らは

TED Talksの 講演音声 ・字幕デー タが共通 タス

クの中心 とな り、さらに最近は大学の講義音声 も

追加 され 、旅行会 話の よ うな比較的短い発話 を対

象 とした ものか ら、講演の よ うな長 くかつ専門的

な発話 を扱 うものに変化 して きてい る。さらに二

ユー ラル機械 翻訳の技術が2015年 に本格的 に利

用 され 始め上位 を占めるよ うにな り、多言語デー

タを持 つTED Talksの 特徴 を活か した多言語機

械 翻訳 タス クが2017年 に実施 され る等、技術の

トレン ドに合 わせ て重要 な課 題 に取 り組 み続 け

てい る。

2.ワ ー ク シ ョ ップ 内容

 ワー クシ ョップで は招待講 演 と、Evaluation

Campaignの 報告(主 催者 による全体説 明 と上位

チー ムに よる 口頭 発表 お よび全参加 チー ムのボ

スター発表)、 研 究論文 の発表 、パ ネルデ ィスカ

ッシ ョンが行 われ た。

2.1招 待講演

 ワー ク シ ョ ッ プ 冒 頭 にImperial College

LondonのLucia Specia教 授 の招待講演が行 わ

れ た。内容 はマル チモー ダル機 械翻訳であ り、現

在 の主流 である、画像 を利用 して文 を翻訳 する と

い うものか ら進 めて映 像や音 声 の情報 を活用す

る研究 につ いての紹介 があ った。画像 ・映像情報

は言語 の解 釈 にお ける曖昧性解 消 に貢 献 し得 る

ため、適切 な利用 に よ り機械 翻訳を頑健 にす る効

果 が期待 できる こと、また音声認識 とそれ を介 し

た機械翻訳 を同時に学習(マ ルチ タス ク学習)さ

せ るこ とに よる性 能 向上 につい ての議 論が な さ

れ た。

2.2Evaluation Campaign

 2018年 のEvaluation Campaignで はTED
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talksの デー タを利用 したバ スク語か ら英語への

翻訳 タスクであるLow Resource Translationと 、

英 語 の講義 音 声 を ドイ ツ語 に翻 訳す るSpeech

Translationの2タ ス クが実施 され 、それ ぞれ7

チー ム、10チ ームが参加 した。

 Low Resource Translationタ ス ク で は 、

Samsungと エデ ィンバ ラ大学のチー ムがバス ク

語 の対訳資源 の不 足を別分野や別言語 のデー タ、

また機 械翻訳 結果 をニ ュー ラル機械 翻訳 の学習

に活 用 す る こ とで好 成 績 を達 成 した。Speech

Translationタ スクでは音声認識 と機械翻訳 を組

み 合 わ せ るパ イ プ ライ ン 型 シ ス テ ム(捜 狗

(Sogou)と 精華大学のチー ムが最 高精度)が 、英

語音 声 を英語 のテ キス トを介 さず 直接 ドイツ語

テ キス トに翻訳す るend・to-end型 システ ム(中

国科技大 とiFLYTECの チームが最 高精度)の 性

能 を上回 った。

2.3研 究論文

 研 究論文発表は 口頭発 表9件 とポス ター発 表3

件が行われた。ほぼすべての論文がニ ュー ラルネ

ッ トワー クの技術 に基づ く研 究 によ るもので あ

り、対訳デー タの獲得や選別 、ニ ュー ラル機械 翻

訳のアル ゴ リズム、多言語翻訳の手法、分野適応 、

翻訳結果の評価 ・分析等幅広い課題 について扱 っ

ていた。

 筆者 は奈 良先端 大 の研 究 グル ープ で行 った音

声翻訳研 究のポス ター発表 を行 ったが、ポスター

会場は共通 タス ク参加 システ ムの報告含 め16件

の発 表があ り、非常に熱気 のある議論 が進 め られ

ていた。ニューラル機械翻訳 の技術 が広 く使 われ

るよ うにな った ことで技術 的 な課題 について も

共有 され 、同様 の問題意識 を持っ研究者 と深 い議

論 をす る ことが できた と感 じて いる。

 また会期2日 目の朝のセ ッシ ョンで はBest

Student Paper Award候 補 の2論 文の発表が あ

り、筆者 の研究 グループの学生が受賞す ること と

なった。次選 となった1件 は大阪大学 とNTTの

研究グループによるもので、いずれ も修士課程の

学生を中心 とした研究成果であった。日本の機械

翻訳研究は国際的には苦戦を強いられているが、

このように成果が認 められることで今後の研究

の活性化に繋がってい くことを願っている。

2.4パ ネルデ ィスカ ッシ ョン

 パ ネルデ ィスカ ッシ ョンで は大学 の教 員や企

業 の研究者 を含 めた5名 のパネ リス トによ り、機

械翻訳 ・音声翻訳 の今後 につ いて議論 され た。

 パネ リス トに共通 した認識 として、音声翻訳 に

お け る重 要な課題 は 自然発 話や 対話 の処理 であ

り、フィ ラーや言 い淀 み等 も含 めた音声 の処理 、

対話 にお け る文脈 の処理の必要性が議論 され た。

現在共通 タスク となっているTED talksは 通 常

十分 に練習 を重ねた単独話者 の講演 であって、こ

れ らの問題が考慮 され ていな い状況 である。

 も う一つ の課 題 は招 待講 演で も触れ られたマ

ルチモー ダル情報の活用で ある。人 間はマル チモ

ー ダル環境 下で思考 し発 声す るこ とを鑑みれ ば、

特 に対話 を翻 訳す るよ うな状況 で は環壕 の情報

と してのマル チモ ー ダル情 報 は不可欠 であ る と

い う意見が出 された。

 他 に も離散 的な情報 を ニュー ラルネ ッ トワー

クで連続量 として扱 うことの難 しさや、 「数」 の

翻訳が実用上非常に厄介だ等の議論 があった。

3.所 感

 音声 翻 訳 は実 用 的 に も身近 な課 題 で あ り、

MicrosoftのSkypeやPowerpointに 音声翻訳機

能が搭載 され る等一般 に手 の届 くもの にな って

きている。研究 レベル ではよ り 「賢い」翻訳の実

現 のた めマル チモー ダル 情報や 文脈 情報 の活用

に向けた試み が続 いてお り、今 後 も注 目す るとと

もに 自らもさらに積極的 に関わっていきたい。
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一
ユーザーか ら見たNMTの 使い勝手 と活用の展望

浜口宗武 宮城三次 宮本伸也 湯浅豊裕 平林千春

特定非営利活動法人 日本知的財産翻訳協会(NIPTA)

        特許機械翻訳研究会

日本 知 的財 産翻訳 協 会 につ いて

1.活 動趣 旨

 我が国の国際競争力 を維持増大す るために、企

業 ・研究機 関な どが持っ知的財産の海外展 開を進

めることの重要度がますます高 まっている。一方 、

これ を支 える知財語 学 スペ シヤ リス トは一朝 一

夕 には育たず慢 性的に足 りていない。日本知 的財

産 翻 訳 協 会 (Nippon Intellectual Property

Translation Association::NIPTA)は 、日本 にお ける

知的財 産関連 の翻訳 力の拡 充や翻 訳者 の評 価 育

成 を 目的 に2004年 に設立 され た特定非営利活動

法人(NPO)で 、現在会員数 は特許事務所 、翻訳

会社、個 人特許 翻訳者 など約150法 人個人。

2.主 な事業

(1)「知的財産翻訳検 定試 験」の実施

 特許庁の後援 を得、2004年12月 の第1回 試験

を皮切 りに過 去27回 の検定試験 を実施。1級 ・2

級 ・3級 がある。プ ロ レベルを認定す る1級 は 「知

財法務 実務」、 「機 械 工学」、 「電気 ・電子 工学」、

「化学」、「バイオテ クノロジー」の5分 野 に分か

れ る。試験は年2回 、春(日 本語 か ら英語)と 秋

(英語 ・中国語 ・ドイツ語 か ら日本語)に イン タ

ーネ ッ ト経 由で行われ 、最近 は海外 か らの受 験 も

目立つ。出題 内容 、参考解答 、講評 な どが都度 協

会 ウエブサイ トに掲載 され るほか、合否 を問わず

各受験者 に採点者(複 数)の コメン トが送 られ る。

1級 合格者 にはISOI7100適 合翻訳者 として(一

財)日 本要員認証協会が運営す る翻訳者評価 登録

セ ンターへの登録す る途が開 ける。なお 、この試

験は、2019年5月 実施 の第28回 試験 か ら、NIPTA

と(一社)日 本翻訳連盟(JTF)が 合 同で運営す る。

(2)啓 蒙活動

 月刊機 関誌 「知 的財産 翻訳ジ ャーナル」は、知

的財 産の世界 の情報 を 「語学」とい う切 り口で解

説提供 す るもので、内容 は翻訳学習 か ら外 国にお

ける重 要知財判 決や 法改正情 報 に至 るまで広範

囲にわた る。会員 外の購 入 も可能で ある。そのほ

かセ ミナーな ども非定期 に開催 してい る。

(3)特 許機械翻訳研究 会の活 動

 2016年 秋のGoogle NMTの レリー スが きっか

けとな り、特許翻 訳におけ るNMT活 用の気運が

俄 かに高まる中、NIPTAで は、2017年10月 に

「NIPTA特 許機 械翻訳研 究会」 を立 ち上 げた。

この訳研 究会 はオープ ンな組織で、特許事務所や

翻訳会社 な どのNIPTA会 員 のみな らず 、 JTF、 日

本翻訳者 協会(JAr)な どの翻訳関係組織や ソフ

ト開発者 、NMT有 識者 な ど20人 が参加 してい る。

具体的 には、 「知的財産翻訳 検定試 験」の過去問

題 を題材 に して現在 利用可能な複数のNMTエ ン

ジンを用いた試 訳 を行い、開発者や学識者 な どの

ゲス トを招 いた隔月の ミーテ ィングでNMTユ ー

ザー の視点か ら問題 点の抽 出や 開発者 側へ の提

言の と りま とめ を行 って きた。今回 「第5回 特許

情報シ ンポジ ウム」で成果発表 の機会 をいただい

た こ とは大変有 難 く関係者 各位 に謝意 を表す る

次第であ る。

 (文責:NIPTA常 務理事兼事務局長 浜 口宗武)

17



lilt-F

           NMT特 許翻訳評価分析1知 財法務実務

機械翻訳の高速処理を利用 した翻訳作業効率化のささやかな試み

      宮城三次

一色国際特許業務法人パー トナー

 GoogleがNMTを 採用 した機械翻訳(MT)サ ー ビ

スを公開した後、社会には一種のMTフ ィーバーとも

言 うべき状況が現出した。NMTの メカニズムとその

限界が知られるにつれてその熱狂は沈静化 しているよ

うであるが、なんらかの形でMTが 翻訳に取り入れ ら

れ、影響を与え続けていくという全体的な トレン ドは

今後も持続すると考えられる。

 このような翻訳を巡る趨勢に鑑み、日本知的財産翻

訳協会(NIPTA)の 機械翻訳研究会では、機械翻訳

(MT)の 有効利用を図るべく活動 してきた。その中

で、筆者 らは、MPTA検 定試験の 「知財法務実務」分

野に対応する、裁判例等の日本語テキス トを素材 とし

て翻訳結果の分析などを進めてきたが、このようなテ

キス トは個々の文章が長文であり、主述の関係が入 り

組んでいるなど、複雑な構造を持っていて、現在一般

に利用可能なMTで 処理 しただけでは実用的な結果が

得られないことが明らかとなった。そこで、MT処 理

後のテキス ト翻訳をチェックする労力を極力省けるよ

うにして効率的な訳文作成を目指 し、MT処 理前のテ

キス ト編集であるプレエディット(PE)の 効果を確認

した。

 まず、PEを 行う際の指針 として、「産業日本語 ・特

許ライティングマニュアル」(産業日本語研究会)が 提

唱する、「短文にする」、「省略しない」、「読点を工夫す

る」等の7つ のポイン トを採用することとした。試行

対象の文例を以下に示す。

 「原告は、各基礎出願明細書の図2か ら、螺旋溝27

の傾斜角度が 「約20度 」であることが読み取れ、当

該 「約20度 」 を 中央 値 と して 「土10度 」 とす る こ と

で 、 「10度 か ら30度 」の 範 囲 が設 定 で き る こ とは 、図

面 お よび 明 細 書 の 記 載 か ら 当業 者 に と って 自明 な事 項

で あ る 旨主 張 す る。」

 この例文を例えばGoogle翻 訳を用いて英語に翻訳

させると、「原告は、…である旨主張する。」 という読

解の基本となる主述対応を読み取ることができない等

の問題が生 じて、効率化に有用と考えられる翻訳結果

を得ることはできなかった。そこで、筆者 らは、先の

PE指 針に沿って、次のよ うな処理を実行した。

・入 れ 子 構 成 を下 記A～Cの よ うに解 消す る

A… 原 告 は 、(B、C)(で あ る)旨 主 張す る。

B…(C)(で あ る)こ とは 、 図 面 お よび 明 細 書 の 記

  載 か ら当業 者 に とっ て 自明 な 事項 で あ る。

C… 各 基 礎 出願 明細 書 の 図2か ら、螺 旋 溝27の 傾 斜

  角 度 が 「約20度 」 で あ る こ とが 読 み 取 れ,当

  該 「約20度 」を 中 央値 と して 「±10度 」 とす る

  こ とで 、「10度 か ら30度 」の範 囲 が設 定 で き る。

・C部 を分 割 す る と とも に 、 「中央 値 と して 、 「±10

 度 」 とす る」 と い う表 現 を言 い換 え る。

 このようなPEに より、一例として以下のMT入 力

用テキス トを得た。 これをGoogle翻 訳に入力 した と

ころ、基本的な主述関係の読み誤 りを始めとして誤 り

が低減され、翻訳の効率化に資すると考えられる結果

を得た。

 「原告は、下記を主張する。
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 以下のことは、図面および明細書の記載から当業者

にとって自明な事項である。

 各基礎出願明細書の図2か ら、螺旋溝27の 傾斜角

度が 「約20度 」であることが読み取れる。 したがっ

て,当 該 「約20度 」を中央値と設定 して、その中央

値から10度 増減することで,「10度 から30度 」の範

囲が設定できる。」

 上 記 の よ うなPEを 適 用 しな が らMTの 速 度 を活 用

して 結 果 を 参 照 しな が ら繰 り返 し原 文 の 形 式 を整 え て

い く こ とで 、 効 率 的 な 翻 訳 処 理 を実 現 可 能 との 見 通 し

を 得 た。

 な お 、 周 知 の よ うにGoogleの 利 用 規 約 に よ り、投

入 した テ キ ス トに はGoogleに 対 して 広 範 な利 用 許 諾

を 与 え た こ とに な るの で 、 処 理 対 象 の ス テ ー タ ス(内

容 が公 知 で あ るか 否 か)に は 十 分 に留 意 す る必 要 が あ

る。

 (初 出:JTF Journal#298、2018年11112月 号)
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一
NMT特 許翻訳評価分析2電 気 ・電子工学

特許翻訳におけるNMTの 活用一その課題 と提言一

    宮本伸也

日本ビジネス翻訳株式会社

1.NMTに 対す る実用性評価

 電気分科会では、最初に3社 の機械翻訳エンジンを

使いMPTAの 過去問を翻訳 して、それらの結果を評

価 してみた。誌面の都合上、詳報は割愛するが下記に

各翻訳エンジンの傾向をまとめてみた。

N社:同 じ翻訳文が繰り返 し出現、脱訳等がみられた。

R社:「 です ・ます」調の翻訳文の混在、並列関係が

  不適切な翻訳文がみられた。

G社:不 適切な用語選択、文章として成立しない翻

   訳文がみられた。

 次に、実用性の評価 としては、各翻訳エンジンとも、

その出力はより自然で流暢な英文であ り、読みやすさ

ひとつ取れば、SMTと の比較で言えば隔世の感を禁じ

得なかった。他方、実用性とい う点では、各エンジン

とも大同小異で品質面における安定性の問題が散見さ

れた。NMTと 錐 もそれ らの出力を最終成果物 として

直接利用することは、現段階での完成度を見る限り時

期尚早との心証をもった。もっとも、後述するポス ト

エディッ ト(PE)を 導入することにより、これ らを人

間翻訳と同等レベルの翻訳文に編集することは可能で

ある。以上の観点から、NMTの 翻訳エンジンは、電

気 ・機械分野で限って、尚且つPEを 密接不可分な後

工程と位置付けさえすれば、概ね実用 レベルに達して

いるとも言えよう。因みに、本研究会の活動を通 して

得られたPEの 作業項目についての試案を下記に紹介

する。

(共通 項 目)

用 語 の統 一 、表 現 の 統 一 、訳 漏 れ の チ ェ ック と加 筆 、

湧 き 出 しの チ ェ ック と修 正 、全 角文 字 の検 出

(英 日翻 訳)

文 体 の統 一:「 で す ・ます 」 調 → 「で あ る」 調

(日英 翻 訳)

冠 詞:初 出1既 出 の 整 理 、 単 数1複 数 の整 理

2.MTプ ロバイ ター へ の提言

 上述 した通 り,現 段階においてNMT出 力をそのま

ま 「翻訳文」 として使用するにあたっては、まだ解決

すべき課題 も多 く、またPEを 行 う者への作業負荷 も

決 して軽いものとは言えない。そこで、差 し出がまし

い とは思いつつ、ユーザの立場からMTの 開発に携わ

っている方々への提言 として以下の問題に対する改善

策を提言 したい。

(1)湧 き 出 しへ の 問題

(2)脱 訳 ・訳 漏 れ の 問題

(3)用 語 登 録 オ プ シ ョン

 まず、(1)と(2)に 対する改善策としては、該当しそ

うな箇所に何 らかの注記 ・警告らしき表示があれば、PE

作業中に注意を払えて便利と思われる。また、(3)に つい

ては、既に各翻訳エンジンとも用語登録機能を備えてお り、

それらはユーザにとって用語統一を図る上で大変有難い

機能であることは認めつつも、登録用語によっては翻訳の

結果が大きく左右されてしまうことを指摘したい。
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(例文)送 風機は、ファンの回転数を増減させるイ

   ンバータを備える。

(A)用 語 登 録 な し

The blower includes an inverter for increasing or

decreasing the number of revolutions of the fan.

(B)用 語 登 録 あ り(増 減:variation)

The blower includes inverters for variation the

rotational speed of the fan.

 このように用語登録をしたのは良いが、NMTが 品

詞の解釈を誤って しまうと、(B)のように反ってNMT

の品質低下を招く場合もあることを申し上げておきた

い。そこで、せ っかくの機能を有効に活かす上でも、

登録する用語に対する品詞指定ができればかかる問題

を解決できるのではないかと思った。

3.ユ ーザ側で対応可能な改善策

 最後に、我々ユーザ側で対応可能な改善策 としては、

NMTに 不向きな日本語を事前に編集することが挙げ

られる。例えば、複数通 りの係 り受けの解釈が可能 と

なるような 「ネス ト構文」を避けるだけでも、翻訳精

度は向上しPEの 作業負荷もかな り低減される。他に

も、人が速読 して読み難いと感 じるような表現箇所を、

解釈 し易い日本語文に書き換えることも有効である。

その際、特許ライティングマニュアル(日 本特許情報

機構編)を 活用 され ることを推奨 したい。

 (初出:JTF Journal#298、2018年11/12月 号)
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NMT特 許翻訳評価分析3機 械工学

NMTを 使 っ て み ま した 。

      湯浅豊裕

 WIS知 財コンシェル株式会社

1.は じめに

 知的財産翻訳検定1級(機 械工学)の 過去問をNMT

にかけてみま した。1級 に合格できる品質ではあ りま

せんが、得意なところ、苦手なところを理解すること

で、ツールとして使 うことはできます。

 以下、得意なところと苦手なところをまとめました。

例文はすべて知的財産翻訳検定の過去問です。NMT

訳は、NMT(一 般に利用可能なNMTエ ンジンを使用

しま した)の 出力をそのまま掲載しています。

2.得 意 な ところ

概 して 、自然 な こ とば(流 暢)に 翻 訳 され て い ま す。

(例 文)

Having two stems ll enables easier access if the

component l is located in a hard-to-reach place or

is placed close to a wall.

(NMT訳)

2つ の ス テ ム11を 有 す る こ とに よ り、コ ン ポー ネ ン

ト1が 届 きに くい 場 所 に 配 置 され て い る場 合 、 ま た

は壁 の近 くに配 置 され て い る場 合 に ア クセ ス が容 易

に な る。

3.苦 手な ところ(形 式的なところ)

訳語が揺れることがあります。

(例文)

蒸着工程が繰 り返 される過程でチャンバ20と 噴射

ノズル10は 、繰 り返 し熱によって膨張と収縮が繰

り返 される繰 り返 し荷重に露出し、(中略)、噴射ノ

ズル10と チャンバの外壁21と の間には微細な隙間

が形成される可能性がある。

(NMT訳)

In the process of repeating the vapor deposition

process, the chamber 20 and the anrav nozzle 10

are exposed to repeated loads in which

expansion and contraction are repeated by

repeated heat, and(中 略)there is a possibility

that a minute gap is formed between the

infection nozzle 10 and the outer wall 210f the

chamber.

(コ メ ン ト)

1つ の 文 の 中 で も、 訳 語 が 統 一 され な い こ とが あ り

ま す。

脈略のない語が出てくることがあ ります。

(コメン ト)

無生物主語などの構文もきちんと訳されます。 (例 文)

As will be appreciated from the above, turning
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one of the stems ll will cause the ball 7 to rotate

between a closed position, where the bore g is

perpendicular to the main bore 4, and an open

position, where the bore com皿unicates with the

main bore.

(NMT訳)

上記から理解 されるように、ステム11の1つ を回

転させることにより、ボア9が 主ボア4に 対 して垂

直である閉位置と、ボアが主ボア4に 連通する開位

置との間でボール7が 回転する。立 _

(コ メ ン ト)

取 っ て付 け た よ うに 「ボ ア。」とい う単 語 が 出 現 しま

す。 長 い フ レー ズ が 出 て く る こ と もあ りま す 。

訳抜けすることがあります。

4.苦 手な ところ(実 体的な ところ)

字面を追った解釈をすることがあります。

(例文)

ゴルフクラブ(以 下クラブ)に は飛んで曲がらない

(曲 が りに くい)こ とが 最 も要 求 され て い る。

(NMT訳)

It is most demanded that a¢olf club(hereinafter

referred to as a club)does not bend by bending

(hardly bending).

(コメン ト)

ゴルフクラブ自体が曲がらないと解釈しています。

技術(内 容)を 理解 していないと翻訳できない箇所

は苦手なようです。

(例 文)

The invention will now be described, by way of

example, with reference to the accompanying

drawings, in which:Hgure 2a is a side-sectional

view of a valve component in accordance with a

first embodiment of the invention;Figure 2b is a

side perspective view of the valve component

shown in Figure 2a.

5.ま とめ

 エラーにもパターンがあ ります。これらのパターン

を理解することが、効率的なプレエディッ トやポス ト

エディットにもつながります。

 上述のNMT訳 は、説明したエラーの箇所以外はそ

のまま使える部分もたくさんあります。NMTを 活用

したさまざまな翻訳の方法論が、これから提案されて

くると思われます。

(NMT訳)

本発明を、添付の図面を参照して例として以下に説

明す る。本発明の第1の 実施形態による弁構成要素

の側断面図である。図2bは 、図2aに 示 される弁構

成要素の側面斜視図である。

(コ メ ン ト)

「Figure 2a」 が抜 け て い ま す。文 単 位 で 訳 抜 けす る

こ と もあ りま す。

機 械 分 科 会 メ ン バ ー

 奥 山 尚一(久 遠 特 許 事務 所)

 浜 口宗 武(株 式 会社 知財 コー ポ レー シ ョ ン)

 新 田順 也(エ ヌ ・ア イ ・テ ィー 株 式 会 社)

 鈴 木 彰 浩(ト ラ ンス ユ ー ロ株 式 会 社)

 湯 浅豊 裕(WIS知 財 コ ン シ ェル 株 式 会 社)

 (初 出:JTF Journal#298、2018年11112月 号)
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一
NMT特 許翻訳評価分析4化 学

化 学 特許 とニ ュー ラル 翻 訳 の ケ ミス トリー

            平林千春

         平林特許 ・翻訳事務所

1.は じめに

 化学分野のNMT評 価は、梶木正紀氏(MK翻 訳事

務所)、上野哲也氏(MK翻 訳事務所)、柴田知恵氏(知

財コーポレーション)、岡本光弘氏(ト ランスユーロ株

式会社)及 び小職の5名 で行った。NIPTA知 的財産

翻訳検定の過去の試験問題を評価用の原文として使用

した。

2.予 想以上 に上手い!?

 次 の 英 文 ク レー ム を3つ のNMTエ ン ジ ン に 入 力 し

た 。

1. Amulti-polymer hydrogel article comprising a

  丘r8t nolvmeric. water8wellable mate梱and

asecond polymeric material, wherein a first

region of the article substantially comprises

the first polymeric, water-swellable material,

a second region adjacent the first region

comprises a mixture of the first polymeric,

water-swellable material and the second

polymeric material, and a third region

adjacent the second region  substantially

comprises the second polymeric material, and

wherein the second polymeric material

exhibits an increasing concentration eradient

movine from the first region, through the

second region, to the third region.

 エンジンによっては全く請求項の体をなしていない

訳文を出力するものもあったが、請求項の翻訳に特化

したエンジンか らは、予想以上に上手い訳文が出力 さ

れた。

1.第1の ポ リマ ー 、 水 膨 潤 性 材 料 お よび 第2の

ポ リマー材料を含む多ポ リマー ヒ ドロゲル物

品であって、前記物品の第1の 領域が実質的

に第1の ポリマー、水膨潤性材料を含み、前

記第1の 領域に隣接する第2の 領域が前記第

1の ポリマー、水膨潤性材料および前記第2

のポ リマー材料の混合物を含み、前記第2の

領域に隣接す る第3の 領域が実質的に前記第

2の ポリマー材料 を含み、前記第2の ポ リマ

ー材料が、前記第1の 領域か ら前記第2の 領

域を通って前記第3の 領域に移動す る増加す

る濃度勾配 を示す、多ポ リマー ヒ ドロゲル物

品。

 「移動する増加する濃度勾配」や「第1の ポ リマー、

水膨潤性材料」など、おかしい点が幾つかあるものの、

構成要素の分節などは概ね正しいようで、非常に驚い

た。

3.略 語が苦手?

 化 学 案 件 に 多 くみ られ るconc.、 sat.な どの ピ リオ ド

付 き の略 語 の訳 出 が苦 手 で あ る こ とが分 か っ た。

 例 え ば 、 「The organic phase is washed with
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water(2x3 ml)and sat. NaCI(1x3 ml)and dried

using magnesium sulfate, and the solvent is

removed under reduced pressure.」 と い う 原 文 に 対

し て 、 「有 機 相 を 水(2×3ml)お よ び 飽 和NaHCO3で

洗 浄 す る 。NaC1(1x3ml)お よ び 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム を

用 い て 乾 燥 さ せ 、 溶 媒 を 減 圧 下 で 除 去 す る 。」 と い

う 訳 文 が 出 力 さ れ た 。 原 文 に な いNaHCO3が 突 然

現 れ た の で あ る 。 重 大 な 受 け 係 り ミ ス も 犯 し て し ま

っ て い る 。

 ま た 、 「The mixture is allowed to warm to room

temperature overnight,5.2 ml of water,5.2 ml of

methyl tert-butyl ether and 3 ml of conc. HCI are

subsequently added.」 と い う原 文 に 対 し て 、 「混 合 物

を 室 温 ま で 一 晩 、5.2mlの 水 、5.2mlの メ チ ルtert・ ブ

チ ル エ ー テ ル お よ び3mlの 濃 度 ま で 加 温 す る 。続 い て

HClを 添 加 す る 。」な ど の 訳 文 が 出 力 さ れ た 。一 旦conc.

で 文 を 区 切 り 、 改 め て 「HClを 添 加 す る 。」 と訳 出 し

て し ま うの で あ る 。

 使 用 した3つ の エ ン ジ ン 全 て に こ の 傾 向 が み られ た 。

6.ま と め

NMTを 実務 で使 用 す るの で あれ ば 、 そ の弱 点 を よ

く理 解 した 上 で 使 うべ きで あ る と考 え る。

 (初出:JTF Journal#298、2018年11/12月 号)

4.訳 語 の統一が苦手?

 例 え ば 、 同 じ 「熱 収 縮 率 」 と い う原 語 に 対 し て 、

「thermal shrinkage」 と 「heat shrinkage ratio」 と

い うバ ラバ ラの 訳 語 が 出 力 され た 。 どのエ ン ジ ン も訳

語 の統 一 が 不 得 意 の よ うで あ った 。

5.化 合物名 も苦手?

 「Polyvinyl chloride」 を 「塩 化 ポ リ ビ ニ ル 」 と訳 し

て し ま っ た り 、 「5-Bromo-1,3-difluoro-2-

[(R)・3・methylpent-1・enyl]benzene」 を 正 し く 訳 出 で

き ず 「5一 プ ロ モ ー1,3一 ジ フ ル オ ロ ー2-[(R)-

3methylpentlenyl]ベ ン ゼ ン 」 と 訳 し て し ま っ た りす

る 場 合 も あ っ た 。
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一
LocWorld38 Seattle参 加 報 告

     目次 由美 子

   XTM International Ltd.

LocWorld38 Seattle

Preconference:2018年10月17日(水)

Main Conference:2018年10月18日(木)19日(金)

開 催 場 所:米 国 ワ シ ン トン 州 シ ア トル 市 、Bell Harbor

International Conference Center

The Localization Instituteの 創設 者 で あ るUlrich Henes

氏 とMultilingual誌 のDonna Parrish氏 が ロー カ リゼ ー

シ ョン業 界 の た めの イ ベ ン トを 企 画 しよ うと2003年

に初 めて 開 催 され た そ の 地 シア トル に て 、 本 年 米 国 で

のLocWbrld(LW)が 執 り行 わ れ た。近 年 で は1年 に3

回 、 ア メ リカ 、 ヨー ロ ッパ とア ジア の 各 地 で 開 催 され

てい る。 お 気 に入 りの 開 催 地 と も考 え られ る シア トル

へ 、2012年 の第20回 以 来 、 実 に6年 ぶ りに帰 っ て来

た とい った 雰 囲 気 さ え漂 っ て い た 。 世 界 有 数 の トップ

企 業 が 本 社 を擁 す る都 市 で の 久 しぶ りの 開 催 に は

「Digital Transformation」 とい うテ ー マ が掲 げ られ た 。

 LWは 日本 で も開催 され て い る が 、 まず 規 模 が違 っ

た 。 そ れ は 会 場 の 大 き さに も表 れ て い た。 展 示 会 場 で

は 翻 訳 会 社 や 翻 訳 ツー ル ベ ンダ ー を 含 め 、40以 上 の 企

業 に よ るブ ー ス が 構 え られ た 。

＼又へ
瀞 ㍗
  遇

・謀ミ爵
,

参加者 で賑 わ う展示会場

7

Main Conferenceは6つ の トラ ッ ク に 分 か れ 、朝9時 か

ら 夕 方 ま で 、合 計 で40を 超 え る セ ッ シ ョ ン が 開 催 され

た 。TAUSやCSAと い っ た 翻 訳 業 界 団 体 、 日本 で も知

名 度 が 高 い グ ロ ー バ ル 企 業 で あ るMicrosoft社 、 Cisco

社 、Expedia社 、シ ア トル に 本 社 を 擁 す るStazbucks社 、

Tableau社 を 始 め 、翻 訳 会 社 や 翻 訳 ツ ー ル ベ ン ダ ー か ら

も も ち ろ ん 、120名 を 超 え る 豪 華 な 登 壇 者 が あ っ た 。

プ ロ グ ラ ム 上 、セ ッ シ ョ ン に は 以 下 の カ テ ゴ リ ー が 示

され て い た 。

・Advanced Localization Management

・Community

・Content Management

・Core Competencies

・Global Business

・Inside Track

・Keynote

・TAUS

・Technical

・Unconference

Keynoteセ ッ シ ョ ン が 行 わ れ る 時 間 帯 は 、 ほ か の トラ

ッ ク で は セ ッ シ ョ ン が プ ロ グ ラ ム され な い 。National

Geographic社 に よ るKeynoteセ ッ シ ョ ン は 「Change is

the Only Constant」 と題 さ れ て お り 、LW38の テ ー マ で

あ るDigital Transformation(デ ジ タ ル の 変 遷)に 直 結 し

て お り、 モ バ イ ル やSNSな ど に も言 及 が あ り 、非 常 に

興 味 深 い 内 容 で あ っ た 。

日本 で も集 客 率 に 影 響 を 与 え る キ ー ワ ー ドで あ る

「AI」 や 「機 械 翻 訳 」、 「ス マ ー トス ピ ー カ ー 」 に 関 す

る セ ッ シ ョ ン 、 翻 訳 業 界 な ら で は と も 言 え る プ ロ ジ ェ

ク トの 取 り組 み 方 や ベ ン ダ ー 管 理 、GDPR(General Data

Protection Regulation、 EU一 般 デ ー タ 保 護 規 則)に 関 す

る セ ッ シ ョ ン な ど も 見 受 け られ た 。
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セ ッシ ョンや 展 示 ば か りで な く、ネ ッ トワー キ ン グ の

機 会 が 豊 富 に 設 け られ て い るの もLWの 特 徴 と言 え る。

Opening Receptionは 翌 日か ら開 催 され るイ ベ ン トへ 向

け て の キ ッ クオ フ ミー テ ィ ン グ と も考 え られ 、Main

Conference当 日は 夕食 会 だ け で な く、After-Dinner

Drinksま で企 画 され て い た。 ラン チや 展 示 会場 の休 憩

ス ペ ー ス も、 参 加 者 ど う しの 交 流 を深 め る機 会 と して

大 き く機 能 して い た 。

観 斌 ご避 鶴 ガ1噛1蔭
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今 回 のLWで は 、日本 の ロ ー カ ラ イ ズ 担 当 者 向 け に 特

別 な ツ ア ー が 企 画 さ れ た こ と を 特 筆 し た い 。LocWorld

オ フ ィ シ ャ ル パ ー トナ ー で あ るLearn for Yourself事

務 局(1w38-tour@14y-edu.com)に よ っ て 企 画 さ れ た

「LocWbrld38 Seattleツ ア ー&企 業 視 察 と ワ ー ク シ ョ

ッ プ 」 は 、17日(水)に 開 催 さ れ 、Tableau社 、 Starbucks

社 、Big Fish社 を 訪 問 し、 Facebook社 、 Nintendo of

America社 、 Eventbrite社 の 担 当 者 と ご く 少 数 の 参 加 者

を 対 象 と し た セ ッ シ ョ ン が 開 催 さ れ 、 き わ め て 充 実 し

た 内 容 の ツ ア ー で あ っ た 。 こ の 詳 細 はMultilingual誌

(https://multilingual.com1)2019年1月2月 号 に 掲 載 さ

れ る 予 定 で あ り、 そ ち ら も 参 照 さ れ た い 。
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Women in Localization Japan第16回 イ ベ ン ト報 告

             目次 由 美 子

          XTM International Ltd.

Women in Localization Japan第16回 イ ベ ン ト報 告

日時:2018年11月30日(金)19:00～21:30

開 催 場 所:ネ ッ トア ッ プ 株 式 会 社 会 議 室

セ ッ シ ョ ン1

ア ー マ:Continuous Localization Delivery(CLD)

登 壇 者:Dominick Kelly, XTM International Ltd.

セ ッ シ ョ ンII

テ ー マ:伝 わ る 日 本 語 の ス タ イ ル とル ー ル ～ 翻 訳 しや

す い 日本 語 ・や さ しい 日本 語 の 観 点 か ら ～

登 境 者:高 橋 慈 子Shigeko Takahashi,株 式 会 社 ハ ー テ

ィ ネ ス

Women in Localization Japan事 務 局 メ ン バ ー:

上 田 有 佳 子 、 千 葉 容 子 、 澤 村 雅 以 、 加 藤 め ぐみ 、

森 み ゆ き

 ロー カ リゼ ー シ ョンに 携 わ る女性 の た め の 非 営利 団

体 と して2008年 に米 国加 州 で設 立 され た 「Women in

Localization」 の 第16回 イ ベ ン トが 、2018年11月30

日に 忘 年 会 も兼 ね て 開催 され た。日本 支 部 は2015年 に

発 足 し、3ヶ 月 ご とに勉 強 会 兼 ネ ッ トワー キ ン グの イ

ベ ン トを 開催 して い る。発 足 当初 は 約10名 で あ っ た 会

員 は今 や100名 を越 え 、ク ライ ア ン ト企 業 の み で な く、

翻 訳 会 社や 個 人 翻 訳 者 、翻 訳 ツー ル ベ ン ダー を含 む 。

ロー カ リゼ ー シ ョン 関連 の新 しい技 術 や 共 通 の 問題 を

トピ ック と したセ ッシ ョン を行 っ て い る。 本 年 は 、米

国 で の 同 団体 発 足 か ら10周 年 を迎 え、各支 部 で も記 念

す べ き イベ ン トが開 催 され て き た。 来 年 に 向 け て、 日

本 支 部 で も新 た な運 営 や 、イ ベ ン トレポー トを含 む

Webサ イ トの拡 充(http:〃womeninlocalization.com/)が

予 定 され て い る こ とが 発 表 され た 。 そ して 、 今 回 の2

つのセ ッションでは、翻訳管理システムの特殊な機能

や、日本語のライティングに関連する取り組みが紹介

された。
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Session I

"Continuous Localization Delivery(CLD)"

Mr. Dominick Kelly from XTM International Ltd.

 Women in Localization Japan chapter welcomed speaker

online from Dublin, Ireland. Dominick Kelly from XTM

International Ltd., the world's leading developer of

innovative Translation Management System, was happy to

talk about a feature called"Continuous Localization

Delivery"(CLD).

 At first, Dominick reminded us that CLD is not required

for everyone. However in today's world we find content is

now broken up into smaller chunks with increased

frequency. An example would be software and game

content. This can be generated on daily or weekly basis;

involving the development team cycles, creative team

updates, and Localization Quality Assurance team bug fixes,

for example. Thus the contents are continuously updated,

and translation requests are frequently made. However, this

is not the case for instance to legal documents and the

process ofcreating this content is not agile.
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 Then Dominick gave us more details to this concept of

CLD with the specific names ofrelated too且s such as Git

for Source Control System, Sitecore for Digital Content

Management, JIRA for Bug tracking System, and XTM for

Translation Suppliers'System. There are the solutions that

aide agile the localization tasks with frequent updates;it

may involve with more than 30K files with 40 target

languages. Those tools would help us not to miss any item,

not to miss any file, or not to miss any deadline for the

localization requirement.

Also, Dominick emphasized that the quality must not be

missed-regard且ess ofthe tight deadline, the big quantity,

and multiple rounds ofagile cycles. Then he explained us

about the importance ofmeta data which assures the

translation quality. With XTM, an image can be displayed

for each segment. This helps translators to provide accurate

translation. In addition, the string IDs are as well displayed

for each segment, and they are taken into account for

leveraging translation memory.
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 セ ッションII

 『伝わる日本語のスタイルとルール ～翻訳 しやす

い日本語 ・や さしい日本語の観点から～』

 株式会社ハーティネス 高橋 慈子氏

 プ レゼ ンテ ー シ ョン の 冒頭 で 高橋 氏 は 、分 か りに く

い 日本 語 の文 書 は 生 産 性 を低 下 させ 、機 会 が損 失 され

る とい っ た リス ク を指 摘 した。 そ して 、 分 か りや す い

文 書 の価 値 と して 、文 書 の 目的 が 達 成 で き る ば か りで

は な く、信 頼 性 を高 め る 、組 織 を守 る記 録 とな る 、業

務 に 関す る知 識 が 共 有 され る こ とな どを 列 挙 した。

 現 在 の社 会 で求 め られ る 文 章 を中 心 とす る ア ウ トプ

ッ トにつ い て 、「ス ピー ド」とい うキー ワー ドが含 まれ

て い た。 これ は文 章 を 早 く書 く とい うこ とで は な く、

読 み 手 が短 時 間 で理 解 で き る文 章 で あ る こ とを意 味す

る。 そ して 、 多 くの企 業 で 「英 文 に しや す い シ ン プル

な和 文 」 が求 め られ て い るそ うだ 。 特 に 多 言語 翻 訳 を

伴 うマ ニ ュ アル を 日本 語 で 執 筆 す る担 当者 に は 、 この

よ うな意 識 が芽 生 え 、 一 文 が 長 く、 理 解 しに くい 日本

語 の 文章 は 回避 され る傾 向 が 見 受 け られ るそ うだ。 さ

らに はDITA (Darwin Information Typing Architecture、

技術 情 報 を制 作 ・管 理 ・配 信 ・再 利 用 す る た め のXML

に基 づ い た ア ー キ テ ク チ ャ)の よ うな トピ ッ クラ イ テ

ィン グを 実行 す る こ とで 、 簡 潔 に完 結 して い る情 報 を

効 率 的 に発 信 で き る とい う。

 文 書 の 品質 を 向 上 させ る には 、「ス タイ ル ガイ ド」を

作成 してル ー ル 化 す る こ とだ と も言 及 され た。 ス タイ

ル ガ イ ドの項 目例 と して 、一 文 は原 則 と して50文 字 以

内 に す る こ とが 挙 げ られ て い た 。 製 品 の 仕様 や運 用 に
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ついて執筆する際、特定の担当者に依存するのではな

く分業 させることで効率が向上するだけではなく、製

品に対する知識やライティングのノウハウが共有され

る。また、トピックの品質を標準化することによって、

全体的な品質の向上を図ることができるそ うだ。さら

に、スタイルガイ ドの 目的は作成することではなく、

運用することであるとも高橋氏は力説された。実運用

に向けては、ライティングスキルを高めるためのライ

ティング トレーニング実施が必須になるとい う。

 さらに、高橋氏は 「やさしい日本語での説明文研究」

に関する活動についても紹介 した。 日本語を母語とし

ていない人たちが 日本での生活で目にする「説明文書」

を、分か りやすい表現にするための、あるべき表現の

ルールやスタイルを検討してまとめているとのこと。

今後、外国人や高齢者、発達障害などを含めたコミュ

ニケーションが取 りにくい人などの多様な労働者が増

えていくであろう日本の社会では、その需要が大きく

なることも予想される。

登 壇 者 プ ロ フ ィー ル

Dominick Kelly

XTM International Ltd.

Client Solutions Manager-EMEA

高橋 慈子

株式会社ハーティネス

代表取締役

 東 京 農 工 大 大 学 卒 。 技 術 系 出版 社 を経 て 、 テ クニ カ

ル ライ ター と して フ リー ラ ン ス で 取扱 説 明 書 の 作成 に

関 わ る。1988年 テ ク ニ カル コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 専 門

会 社 と して 、株 式 会 社 ハ ー テ ィネ ス設 立。

 企 業 の取 扱 説 明書 や マ ニ ュ アル 制 作 の コ ンサ ル テ ィ

ン グや 人 材 育 成 に 関 わ る。 テ ク ニ カル ライ テ ィ ング研

修 の ほ か 、 ビジネ ス文 書 研 修 の企 画 や 実施 、各 種 セ ミ

ナ ー で 文 章 の書 き方 指 導 を展 開。 大 妻 女子 大学 、 立教

大 学 、 慶 磨 義 塾 大 学 非 常 勤 講 師 。

 情 報 処 理 学 会 ドキ ュ メ ン トコ ミュ ニ ケー シ ョン研 究

会 幹 事 。

 著 書 に 『技 術 者 の た め のテ クニ カル ライ テ ィ ン グ入

門 講 座 』(翔 泳 社)、 『人 よ り評 価 され る文 章 術 』(共 著 ・

宣 伝 会 議)、 『SEの 文 書 技術 』(日 経BP)な ど。

http://www.heartiness.co.jp/

Dominick is an experienced consultant with over 16years

in the translation and localization industry, providing

language solutions across a range of major industry sectors.

He is a qualified software engineer that has worked for

Enterprises, translation suppliers and language software

developers. A true problem solver and innovator within the

translation technology space
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一
      平成30年 度産業 日本語研究会・ワークショップ参加報告

 小谷克則

関西外国語大学

1.は じめ に

 産業日本語研究会は明瞭な日本語文の作成と高品質

な翻訳文の低コス ト作成を目標 とし活動する研究会で

す。本稿は本研究会平成30年 度ワークシ ョップを報

告いたします。

 本 ワークショップは東京大学本郷キャンパスに於い

て平成30年12月26日(水)14時 から17時 まで開

催 されました。筆者のオブザーバー参加を認めていた

だいた関係者の皆様にこの場をお借 りして深く感謝申

し上げます。

 ワークショップの流れは次の通 りで した。開会の挨

拶を小林明氏(日 本特許情報機構専務理事)が 執 り行

い、岡智之先生(東 京学芸大学留学センター教授)、野

中尋史先生(長 岡技術科学大学情報 ・経営システム工

学専攻准教授)が 講演を行い、本研究会の各分科会(ラ

イティング分科会、特許文書分科会、文書作成支援分

科会)の 各主査が活動報告を行い、小林氏の挨拶によ

り閉会しました。本稿では講演内容と分科会での様子

を報告します。

2.講 演1:岡 智 之先 生

 岡先生の講演 タイ トルは 『「場」でわかる日本語～場

の言語学への招待～』で した。 日本語の理解には文字

列の理解だけでは到底事足 りず 「場」の理解が重要、

との見地に至る背景として、 日本語研究に加え、留学

生への日本語指導も挙げられました。

 講演では、まず、「場」の概念の解説をされ、この概

念を端的に表す表現 として「KY(場 の空気が読めない)」

を挙げられました。「場」は「場所の哲学(西 田幾多郎)」

として哲学において研究されてお り、岡先生は 「場所

の言語学」を提唱 されてきました。

 次に 「場」に基づ く分析 として、日本語 ・英語の比

較、日本語格助詞の意味分析、「や りもらい」表現など

の分析を挙げられました。

 その一例 として、日本語 ・英語の主語分析を取り上

げます。一般的な分析において英語主語は顕在的であ

るのに対 し、 日本語主語は潜在的、つまり削除された

要素 と分析されます。 しかし、場所の言語学によると

英語は主体の論理に従 うため主語が生じるのに対し、

日本語は主体ではなく場所の論理に従 うためそもそも

主語が生 じない、潜在的でもないと分析 されました。

 講演後の質疑応答は以下の通りでした。

3.講 演2:野 中尋史先生

 野中先生の講演タイ トルは 『特許文書におけるコン

テンツ/ネ ットワークマイニング』でした。野中先生

はNEDOフ ェロー制度のもと豊橋技科大に於いて学

内の知的財産や産学連携に従事 した際、出願戦略 ・研

究開発戦略の策定等に有用なパテン トマップ(特 許出

願や権利化動向を可視化 したもの)に 着目し、特許情

報解析の研究に取 り組まれま した。本講演で紹介され

た研究は、野中先生を始め、酒井浩之先生(元 豊橋技

科大、現成践大)や 小林暁雄先生(理 化学研究所)と

の共同研究によるものとのこと。

 講演ではまず、パテン トマップを解説されました。

多種多様なパテン トマップがあるなか、技術とその効

果を示す 「技術一効果型」パテン トマップの有用性に

着目されているとのことで した。このパテントマップ

により、ある技術 とその効果に対する出願状況を把握
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でき、出願戦略に有用な指針 となります。

 パテン トマップの作成には、技術の効果を表す表現

をキーワー ドとして抽出する必要があります。例えば、

特許文書中の記載には、「ガスの吹込み技術」の効果と

して 「それにより亜鉛やマグネシウムなどの不純物を

除去できる」とある場合、この記載から 「不純物の除

去」をキーワー ドとして抽出します。

 「コンテンツマイニング」とは上記のキーワー ドを

抽出する技術を指します。野中先生らの提案手法は文

書中の手がか り表現を網羅的に抽出します。具体的に

は、まず、「できる」などの効果を表す初期手がか り表

現と係 り受け関係にある共通頻出表現集合(「小型化す

ること」など)を 同定し、次に、「できる」以外の表現

を手がか り表現集合(「が可能 となる」など)と して同

定します。そして、手がかり表現獲得 と共通頻出表現

獲得を循環的に行います。抽出表現の選別に統計的基

準をエン トロピー法により設けることで、一定の成果

が得られたとのことでした。今後の課題 として、ブー

トス トラップ法に基づ く抽出法の改良、意味的統合な

どを挙げられました。

 「ネットワークマイニング」 とは特許文書の価値を

得点化する技術を指 します。この技術は、特許情報評

価に留まらず、その特許を有する企業の株価予測や財

務 指 標 予 測 に も貢 献 す る と期 待 され て い ます 。 した が

っ て、 知 財 ・投 資 戦 略 支 援 技 術 ともい え ます 。 提 案 手

法 は特 許 デ ー タベ ー スか ら審 査 官 引用 ネ ッ トワー ク を

作 成 し、ネ ッ トワー ク埋 め込 み を用 い て技 術 分 野 を検

出 します 。そ して 、LSTM(Long Short・term Memory)

を用 い 、 技 術 分 野 の 成 長 性 を時 系 列 に沿 っ て評 価 しま

す 。 評 価 指 標 にHITS(Hyperlink・Induced Topic

Search)1PageRankを 用 い る こ とで 、評 価 時 の価 値 と

い っ た 静 的 な評 価 に お い て 正 解 率80%に 到 達 した と

の こ とで す 。 今 後 は 、 評 価 対 象 の 特 許 技 術 の成 長 ・衰

退 の度 合 い も併 せ て 動 的 な評 価 を 目指 し、 改 良 を 図 る

との こ とで す 。 また 、 様 々な 価 値 評 価 指 標 との 統 合 も

検 討 され て い る との こ とで した 。

 最 後 に、 日本 特 許 情 報 機 構JAPIOを 始 め とす る 関

連 団 体 へ の 要 望 を挙 げ られ ま した 。 そ の 要 望 とは特 許

解 析 技 術 の 評 価 用 デ ー タ を蓄 積 ・公 開 す る とい っ た環

境 整 備 で した 。 特 許 解 析 研 究 の よ り一 層 の 飛 躍 に は 、

評 価 用 デ ー タの 環 境 の 整備 が 急 務 との こ とで した 。

4.分 科会活動報告

4.1.ライティング分科会

東京外国語大学教授/ラ イティング分科会主査佐野
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  鵠

髄・`轟

闇邊燗幅の贋塞

膝

曹r#

謁

建冨

灘

雪いゆえ
規購 `倒
蓄暢と岡用

轟横文曾 ・文量
 胃判周

 

一艦
綱

礒

書8手

伝える
日本隠

驚

Khる 日零腰:

曜舞のツー見として.賦 行樋頗を鑑飲に史

zarめ の日宰慶

農bす 日零譜:

DEを11富`ヒ し fZ6 14FAた し.惰 響

を遷切に褒現するための日fii

伝える日寧綴:

厩z乎 か甥畢よく閥逡いなく厩み取れるよ

うk.慣 蟹を的確に伝達するための日事億

駅サる日ra:

4t謄asの 中醒t中 間1菖 澱となり,a

皿置へ〔飯で磨るようにするための日零r層

圏

舗

慧: 讐

騰

驚

曾し短え
鰹馴 事例
弩積と験∫用

日英翻訳

綴叢、

 ≡
 ≡

昌欝
臆樋翻駅1

驚

葦蕎 脚
四繭   較葡蜜

獅

宰轟
運隅

贈る

莞護
厚幡

Q本 語 圏

pLn{Y'

                ,曾qKKM事桝
                 蓄鴨と判鰐

図1文 書 作成 モ デル(日 本 語 マ ニ ュ ア ル の 会2016)

諾

器茎

疑
厚鴨

英語圏

読み手

 ≡
 3

中国語麗

読み手

32



洋先生より本分科会での今年度の活動中間報告があり

ま した。

 まず、本分科会の概略が紹介されま した。活動の 目

標 「日本語の書き方マニュアル」のもと、文書作成モ

デル(図1)の 作成を進め、今年度は 「伝える日本語」

のステージの検討を行ったとのことでした。

 報告事項の第一点目は、日本語 と英語における説得

型文書のアプローチを比較結果で した。この比較を通

じ、日本語文書は書き手が読み手の共感を高め、納得

を得ようとする共感型の説得を行 うのに対 し、英語文

書は書き手が読み手に意志を伝達し納得を得ようとす

る意志型の説得を行っていることが判明したとのこと

でした。

 報告事項の第二点目は、日本語の書き方規則の検討

結果でした。 この書き方規則は共感型文書向け規則、

説得型文書向け規則、そして共通規則に細分化されま

す。各規則の一例として 「主張文」の違いを挙げられ

ました。説得型主張文が根拠の存在性を主張するのに

対 し、共感型主張文は話題 との関連性を主張するとの

ことでした。

 今後の課題 として、書き方規則の詳細化を図 り、パ

ンフレット形式にまとめることを挙げられました。

4.2.特 許文書分科会

 IRD国 際特許事務所所長 ・弁理士/特 許文書分科会

主査谷川英和先生より本分科会での今年度の活動中間

報告がありました。

 まず、本分科会の概略が紹介されま した。特許活動

の一層の躍進を目標に、特許文書の標準化に取 り組ま

れているとのことでした。特許文書の標準化が必要な

理由として、特許実務には様々な立場の人が携わるた

め、立場毎に評価結果が異なるといった問題を挙げ ら

れました。

 報告事項の第一点目は、特許文書の特性の分析結果

でした。特許文書評価として人手 ・自動評価への展開

を想定し、特許文書を多階層(大 分類、中分類、小分

類)の特性により分類することが適切 とのことでした。

昨年度は特許文書の特性を示 した表の初版を作成 し、

今年度は改良を施し公開したとのことでした。加えて、

提案特性に基づき定性 ・定量的評価などを行ったとの

ことでした。

 今後の課題 として、評価特性の普及に向け、定性的

/定 量的評価事例の作成、産業日本語研究会ホームペ

ージを通 じて意見募集、弁理士会、知財協等でのセミ

ナー開催、日本知財学会などでの公開などを挙げられ

ました。

4.3.文 書作成支援分科会

 東京大学教授/文 書作成支援分科会主査橋田浩一先

生より本分科会での今年度の活動中間報告がありまし

た。

 まず、本分科会の研究背景として、人間の文章読解

力が紹介 されました。 これまでの様々な研究が示すの

は読解力の低 さであり、これは子供に留まらず大人 も

該当するとのことです。その事例として、人間の文章

読解力がAIに 劣る、米国の大学在学中に批判的思考

力の向上が見られない(米 国の大学でも無理なら日本

の大学でも無理 とも)といったことが紹介されま した。

本分科会は、文章理解の支援を通じ、読解力の向上、

さらには作文力の向上も課題 として活動を進めている

とのことでした。

 活動例 として、文書理解の支援策が提示されました。

文書理解を妨げる要因として リニア(線 形)な 文配列

に着 目し、最適な文配列の構築を課題 として位置付け

られました。 リニア配列では文間のつながり、っまり

談話関係が不明瞭 となるため、談話関係を明示す る手

段 としてグラフ(図 式)に よる文配列を検証されてき

たとのことです。 これまでは既存の文書(特 許請求項

など)を グラフ化 してきたため、今後は新規文書をグ

フラ構造により作成 し、検証することで、文書作成の

支援にもつなげていくとのとでした。

 現在、グラフ配列のためのセマンティックエデ ィタ
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ツールを開発中とのこと。 このツールは入力した単文

をノー ド化し、ノー ド間の連結において談話関係(命

題関係であ り、照応関係は除く)を 提示する機能を有

するとのことです。

5.お わ りに

 本 ワー クシ ョップ へ の 参加 を 通 し、 産 業 日本 語研 究

会 の 弛 ま な い研 究 活 動 、 そ して 、 そ の研 究 射程 の 広 さ

を実感 しま した 。

 岡 先 生 の 「場 」 に 関 す る 講 演 で は 、 コ ミュ ニ ケ ー シ

ョン支 援 に お い て は 、 文 字 列 で 表 され る 言 語 記 号 に加

え、「場 」を始 め とす る事 態 概 念 の 記 号 化 と解 析 が 必 要

で あ る こ とを確 認 しま した。

 ま た 、野 中先 生 のパ テ ン トマ ップ に関 す る講 演 で は 、

自然 言 語 処 理 技 術 が 学術 的 、社 会 的 のみ な らず 、知 財 ・

投 資 戦 略 とい っ た 産 業 的 な 分 野 で も貢 献 して い る こ と

を 確認 しま した

 そ して 、 分 科 会 の報 告 を 通 し、 産業 日本 語 の研 究 に

は 、 文 書 、 言語 を超 え 、 人 間 の認 知 も取 り込 む 必要 性

が あ る こ とを 実感 しま した。

 産 業 日 本 語 研 究 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

(https:〃www.techうpn.jplresources1)か ら産 業 日本

語 研 究 会 ・シ ン ポ ジ ウム 資料 ・予 稿 集 、 そ して 、研 究

会 の活 動 報 告 を確 認 で き ます 。

参考文献

Hammarstrom, H.2015. The basic word order

 typology An exhaustive study. Paper presented

 at Diversity Linguistics  Retrospect and

 Prospect Conference, Leipzig,3May.

日本 語 マ ニ ュ ア ル の 会.2016.日 本 人 の た め の 日 本 語

 マ ニ ュ ア ル:言 葉 の 仕 組 み を 学 び 、 外 国 語 と の 対

 照 を 通 じ て 日 本 語 ス キ ル を 磨 く.

 http:〃ngc2068.tufs.ac.jp/nihongo/htdocs!
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一
産業 日本語研究会の取組について

           清藤 弘晃

一般財団法人日本特許情報機構 特許情報研究所調査研究部長

1.産 業 日本語 とは

 「産業 日本語」 とは、 「産業 ・技術 情報 を人 に

理解 しや す く、かつ、コンピュー タ(機 械)に も

処理 しや す く表 現す るた めの 日本語 」と して、一

般財 団法人 日本特許情報機構(以 下、Japio)が

定義 した造語 です。

 産業 ・技 術情報 を表現す る際 に利用 され る 日本

語 を、 「人 に理解 しやす く、かつ、 コンピュー タ

(機械)に も処理 しやす い」日本語 とす ることで、

関係者 間で情報 を客観 的かつ正確 に伝達 し、また、

機 械翻訳 等 の言 語処理 技術 の活用 を スムーズ に

して、情報 伝達にお ける関係者間の壁 を越 える と

共に、これ らの技術情報 をよ り広 く活用 して い く

ことを 目指 し、そ の研 究が進 め られ て きま した。

2.産 業 日本語 研 究会 にお け る取組 の紹介

 Japioで は平成19年 度 よ り、特許情報の専門

機 関 として、自然言語処理 、特許翻訳 、知的財 産、

情 報工学 等の専門家の協力 を得なが ら、特許文書

に注 目した 「特許版 ・産業 日本語」に関す る検討

を進 めていま したが、よ り広い知見 を有す る各界

の専門家 の皆様 に よる、さらなる研究 ・普及が必

要 と考え、平成21年 度、高度言語情報融合 フォ

ー ラム(AI .AGIN)と の相互協力の も と、 「産業

日本語研 究会」 を発足 させま した。

 当該研 究会では、特許分野 に限 らない産業 日本

語 全般 に関す る活動 を行 ってお り、 「ライテ ィン

グ分科会 」、「文書作成支援分科会」、「特許文書分

科 会」の3つ の分科会において、それぞれ異 なる

切 り口で産業 日本語 に関す る研究 を進 めてい ま

す。また、毎年度、産業 日本語研究会 ・シンポジ

ウムを開催 し、研 究会の活動報告、有識者 による

講演や 最新 トピ ックスの紹 介等を行 っています。

 年 に4～5回 程 度 開催 され る各分科 会で の研

究内容 は、年度 ごとに報告書 にまとめ られ 、シン

ポ ジウムや ワー クシ ョップ資料等 と共に産業 日

本語研 究会のホー ムペ ージに掲載 され ています。

3.今 後 の課題

 産業 日本語 に対す る機械 処理 は、 「ビッグデー

タの普及 」、「人工知能技術(AI)の 発展」等に よ

り、今 まで と大 き く様 変わ りしています。

 機械翻訳 アル ゴ リズムは、従来のルールベース

翻訳や統計翻訳 と全 く異な る、デ ィープ ラーニン

グ技術 を活用 した 「ニ ュー ラル機械 翻訳」の時代

となってお り、日本語 情報 を対象 とす る機械 処理

自体 も、特許情報 をは じめと した ビッグデ ー タの

分析 ・活用 に向けて、テ キス トマイニ ングの発 展

やAI適 用等、様 々な拡が りをみせています。 こ

の様 な新 技術 に対 して も柔軟 に対応 可能な 日本

語 の研 究を進 め るこ とが、今 後の重要課題 です。

 また、本 取組 は、その研究 内容 もさることなが

ら、産業 日本語 の思想 をその利用者や作成者 の皆

様 に広 め、次々に発生す る文書 自体 を変えてい く

ことが、重 要なポイ ン トとな ります。そのため今

後は 「普及」 とい う観点 で も、よ りい っそ う積極

的な取組 を進 めてまい りたい と考 えています。

 産業 日本語研 究会 ホームペー ジでは、特許 ライ

テ ィングマニ ュアル の無料DLや 研 究内容 に関

す る意 見募集 も行 ってい ます。皆様 もまず は一度 、

上記 サイ ト(https:〃www.tech-ipn.1p1)に ア クセ

ス し、産業 日本語の世界 に触れ てみて くだ さい。
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一
ニ ュー ラル 機 械 翻 訳 を活 かす 翻 訳 支 援 ツ ールGreenT

    新 田順也

エ ヌ ・アイ ・テ ィー株式会社

1.GreenTの コ ン セ プ ト

弊 社 は これ ま でWordア ドイ ン と して の 翻 訳 支援 ツ

ー ル や 翻 訳 チ ェ ック ツ ール(製 品名:色deチ ェ ック)

な どを 翻 訳 者 目線 で 開発 を して き た。 この た び 、 ニ ュ

ー ラル機 械 翻 訳(NMT)の 支 援 ツー ル で あ るGreenT

(グ リー ンテ ィー)を 開発 した の で そ の 特 徴 を 紹介 す

る。GreenTは 翻訳 者 や 専 門家 を タ ー ゲ ッ トユ ー ザ ー

と した 翻 訳 支援 ツ ール で あ る。 複 数種 類 の機 械 翻訳 エ

ンジ ンの 出 力 結 果 を 比較 しな が ら翻訳 者 目線 で 訳 文 作

りに集 中 で き る 環境 を ユ ー ザ ー に 提供 す る。 ウェ ブ ブ

ラ ウ ザ で もメ ー ル ソ フ トで も利 用 可 能 な た め 、 各 種

CATツ ール(翻 訳 支 援 ツ ー ル)と 併 用 で き る。 GreenT

はNMTを 用 い て訳 文 を 出力 す る が 、 用語 集 を適 用 で

きる。 さ らに 、 数字 や 用 語 のQAチ ェ ック機 能 も搭 載

して お り、 オ ー ル イ ン ワ ン の翻 訳 支援 ツ ール で あ る。
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GreenTの 最大の特徴は、 NMTの 出力をユーザーが

積極的に制御できる点である。工夫次第で修正が最小

限ですむ訳文を出力できる。

2.原 文を編集する仕組み

最近のNMTは 性能が向上 し、原文によってはある

程度正確な訳文を出力できる。 しか し、原文の書き方

によっては出力される訳文が破綻することもあり、正

確な訳文を出力するためには原文の編集が不可欠な場

合がある。翻訳者である筆者は、対象 となる原文を自

由にかつ迅速に編集できるよ うにす ることを目指 し

GreenTを 開発 してきた。 日英翻訳における誤訳の原

因はNMTの 能力に起因する場合 もあるが、原文の情

報不足に起因する場合もよくある。和文では自明な主

語や目的語を省略して表記することがある。そのため、

翻訳に必要な情報が書かれておらず、NMTの 出力が

おかしくなるのだ。また、 日本語における修飾語の記

載順序の自由度が高いために修飾語の係 り受けが分か

りづらいことがある。通常翻訳者はこの係 り受けを文

章の内容や文法により特定 して訳 している。

 この文章の修正要否の判断については、2019年4月

現在ではAI等 の既存の技術では対応ができないと思

われる。人間の判断の正確さとスピー ドを上回る技術

がないわけだから、無理をしてコンピューターに任せ

ない方がよい。翻訳者が頭の中で行 う 「必要な主語や

目的語を補 う作業」をGreenTの 原文欄で実際にテキ

ス トを書き換えて実行する。このことで、出力文の品

質が向上する。 このような語句の補足支援 として、対

象原文とその前後の文中の名詞句を一覧にする機能が

ある。ユーザーはリス トから選択するだけで、主語や

目的語を入力できる。

原文         ア7(コurs

より具 体的 には、例えばP.

が選択 されると画 面戻 し、

bが 選 択されると操作 画

示、領域101cが 選

送 りが実 行される。

ユーザ

窺御部

}9作入力部

塑軍画面

画面農し

画面芝り

表示切目磯能

101a

]Olb

100

101<
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また一般に機械翻訳しやすい日本語にするために、

原文を短くすれば出力される訳文の品質が上がること

が知られている。そのため、必要に応 じて訳文を分割

もできる。分割機能として、句読点(コ ンマ ・ピリオ

ド)で 改行を挿入する機能や、括弧内の文字列を文章

の末尾に移動す る機能もある。

 このように自由に文章を分割 ・編集 した場合でも、

GreenTが 翻訳メモ リに蓄積する文章はあくまでも編

集前の原文 と最終的な訳文であるため、翻訳メモ リ用

のデータ管理面でも支障はない。

3.原 文の表現の変更例

和文の表現を別の訳 しやすい表現に変える例をいく

つか紹介する。 このような表現は分野毎に異な り書き

手によっても異なる。よって、万人に共通する変換 と

いうものは限られている。そのため、ユーザーが案件

毎に出力 される訳文を見比べながら登録していくこと

が望ましい。筆者が専門とす る特許翻訳では以下のよ

うな変換をする。

原文表記

用 いる こと として もよい

す るこ とと しても よい

修正案

用いてもよい

して もよい

4.翻 訳 ノウハ ウで訳文の文体を変更

 上記のような表現の修正ではなく、構文の修正案を

提案する機能 もある。翻訳者がNMTの 出力文を嫌 う

理由の一つに、自身が使 う文章構文とかけ離れた訳文

が出力されるということがある。この場合、訳文全体

を編集 しないと思い通 りの訳文にならないため、編集

のス トレスや負荷が大きくなって しまう。

 この例 として、「無生物主語の取 り扱い」を紹介する。

日本語の技術系の文章は受動態にな りがちである。 と

ころが、英文では対象物が生物ではない場合でも、対

象物を動作の主体 として能動態で表記することがある。

いわゆる、無生物主語を用いた文である。 このような

特徴に基づき、日英翻訳では和文の操作対象を無生物

主語 として英文を書 くことが翻訳技術として知られて

いる。この知識を用いて原文の和文を無生物主語で書

き直 し、出力 される英文を英語 らしい表現に変更する

例を紹介する。

文献1の

に記載の

1設 けた構成を有する

を含む構成を有 している

実験を行 う

実験を実行する

場合については

文献1に 記載された

に記載された

を含む

を含む

実験をする

実験をする

場合は

上記 の よ うな表 現 が 原 文 で 使 わ れ て い る とGreenT

の原 文 編 集 欄(プ リエ デ ィ ッ ト欄)に 候 補 が 表 示 され

る仕 組 み に な っ て い る。 注 意 喚 起 と して コ メ ン トを表

示 して もよ い し、 そ の ま ま使 え る修 正 案 を提 示 して も

よい。 以 下 の場 合 、[適 用]ボ タ ン を ク リ ックす る と、

選 択 箇 所 が 「含 む 」 に修 正 され る。

原文           t6 Chss          F7フljエデ御ト            ダフルウ■卸ケで次を嫉露

これは、前 述 した獅 旗 飼(Purictuati・ ・ [insert Paragraph]

形 態 に係 る画 像 表示 装 置を  1飛     ㌍ 川iaf=1?

設けた構成を有するデジタルカ

メラである。          1 1二璽 」    _坐 」

(原 文)

こ の 論 文 で は 、消 費 増 税 の 是 非 に つ い て 議 論 さ れ て い る 。

(出 力)

In this paper, the pros and cons of the consumption

tax increase are discussed.

上 記 の よ うな文 章 の場 合 、Google翻 訳 で は俗 に言 う

「原 文 が 透 け て見 え る英 文 」が 出力 され る こ とが あ る。

つ ま り、 日本 語 と語 順 が 同 じで 、 主 語 が 長 く動詞 が 文

末 に あ る英 文 で あ る。

GreenTで は 、 上 記 の よ うな 翻 訳 者 の 知 識 を原 文 の

修 正 に反 映 で き る。 プ リエ デ ィ ッ ト欄 に 修 正 案 が表 示

され る の で 、ユ ー ザー は候 補 か ら文 脈 に あ わせ て選 択

す る だ け で修 正 が で き る。

・,2E・E2・  帆 ユ,1趣}1・ ㎜隔。・1似15㈱レ岡1㎞㎜ 耐1蹴1

原文       26α㎜        ri工;≪卜        励VJ'ML次tMf

この論文では、消費増税の是 窪難 醤きれ  瑳冨夕邸醐゚  1

非について議論されている。  臣;護    芝

ユ+醍1 畑 ・1翻
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(修 正 例)

この 論 文 は 、 消 費 増 税 の 是 非 を議 論 して い る。

(出 力)

This paper discusses the pros and cons of the

consumption tax hike.

原文を修正すれば、上記のように英文 らしい無生物

主語の訳文が出力される。この場合、出力文の修正作

業が少なくなる。この修正案もユーザーが定義できる。

6.訳 文のQAチ ェック機能

5.訳 文 の表 記 の統 一

一般的にNMTで は用語集 を適用 できないが
、

GreenTで は用語集を適用した訳文を出力できる。 こ

のため、文章間で訳語を統一した訳文を出力でき、訳

文の編集作業の手間を削減できる。また、NMTが 苦

手とする日付の表記も指定できる。もちろん新元号「令

和」にも対応している。

F日 付形式

 日本語   r2019年5月1日   6令 和元年5月1日

 英語  6M・y1,2019  ぐ1M・y,2019

そ して 、 英 日翻 訳 時 に 常 体 と敬 体 が 混 在 す る とい う

文 末 処 理 の 不 統 一 も方式 を指 定 して解 決 で き る。 特 許

明 細 書 で は 全 角 の数 字や アル フ ァベ ッ トが 用 い られ る

の で 、 そ の 場 合 に も対応 して い る。

前 述 の通 り、GreenTで は 用 語 集 を適 用 した 訳 文 の

出 力 が 可 能 で あ るが 、 訳 文 に正 確 に反 映 で き な い場 合

が あ る。 ま た 、NMTで は 数 字 や 単 位 も誤 訳 され る こ

とが 知 られ て い る。 そ の た め 、GreenTに は用 語 や 数

字 、 単 位 を原 文 と訳 文 と で比 較 を して チ ェ ックす る機

能 が 備 わ って い る。 漢 数 字 や 英 語 表 記 、和 暦 の数 字 も

算 用 数 字 と して 比 較 す る た め 、正 確 に チ ェ ッ クで き る。

・,2ε・ロ・   艘,1凍 脚1[匝 唖]Q・IS噛1・・1-1脚 ㎎1

原文        葡◎鴨         rTlエFnト         の"壇で次セ瞭頻

難隻慧 寵蜜篠
類襯 こ振り込む予
定 である。

ぬ文            MgF(g)1用 誘ω

 了11丁21τ31了・1騨 〔511hA, slKNI_・

IBy坐25201軌w・

'plan to transfer 585 million

yen t・ ・d・ ・ig・_,

account

【恥r贈uo㎞1

囲
r一用厘亀

[Insert Pnrnpraph)一
 ケフルゲカクで次量検頷

,〇 三井使友銀行  SM㏄

a-7-ffiZ 販. 挿入 棚

厚素ストエデMh

凶

 日本語

「l
 r常 体 r敬 体

 「 英数字記号を全角文字{こする

 さ らに 特 許 翻 訳 で は、 ク ラ イ ア ン ト毎 に 図 面 番 号 の

表 記 に 好み が あ る た め 、表 記 を指 定 して統 一 で き る。

   r特 許明細書

    図i (a)→  σFIG. IA   r'FIG.1(a)

         r Fig. IA     (' Fig.1(a)

    FIG.1A → r図1A   r図1(A)

         C図1a  ρ図1(a)

    F段 落番号を自動で翻訳する

    表配   β 【0001】 ぐ[0001]

 "ルリ屡で次セ翻   一一一コ

幽

゜s
C 25

C2°19
C 585000000

7.訳 文修正の支援機能

 前述の 日英翻訳での無生物主語の取 り扱いと同じ考

え方に基づき、英 日翻訳では無生物主語で出力 された

和文の主語を変更すれば、 日本語 らしく修正できる。

これも原文修正と同様にユーザーが登録でき、訳文編

集欄(ポ ス トエディッ ト欄)に 表示される。蓄積 した

修正案をチームで共有している法人ユーザーもいる。

縣轡憬噸
(原 文)

This video demonstrates how to translate a document

in Microsoft Word 2019.

(出 力)

こ の ビデ オ は、Microsoft Word 2019で 文 書 を翻 訳 す る

方 法 を 示 して い る。

(修 正例)

こ の ビデ オ で は 、Microsoft Word 2019で 文 書 を翻 訳 す

る方 法 が 示 され て い る。
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また、NMTで は否定語の訳もれがときどき発生する

ため、原文も訳文もともに否定語がある場合には文字

が斜体にな り視覚情報で注意喚起がなされる。

原文 6Words〔42)    rフ リエデrr卜

     [Punc[ua[bn]

ダカレグ"クで次を検素

first impressions are

not∂/ways∂`ω 旧 ホa

[lnsert Paragraph]

訳文        除外(旦) 用語〔g

藷繍
型
r.用 語鍍

リ断1翻

原語

C not

ダフルrnウで次を検素

  訳譜

ません

ユーザー設定    変更.     挿入     不使用

8.訳 文の 自動修正例

今後はNMTが 使える ・使えないの大雑把な議論で

はなく、翻訳支援ツールと組み合わせてどの分野のど

のような文章でNMTを 活用できるとい う議論になっ

ていくと思われる。翻訳に求められる品質はクライア

ン トや分野や言語方向により異なるので、NMTが 使

えるのかどうかは翻訳者 自身が判断する必要があると

思 う。また、既存の翻訳手法 ・翻訳支援ツールとの親

和性 も翻訳全体の効率化 と関連 してくるので検討が必

要になるだろう。そ して翻訳エンジンによっても性能

が異なるため、ツール と翻訳エンジンの組み合わせの

結果を評価することにもなると思われる。

翻訳者の判断を必要 とする箇所については、上記の

よ うに候補が表示 されたり注意喚起がされたりするが、

出力 された訳文が明らかに間違えている場合は自動的

に修正できる。 この自動修正にっいてもユーザーが定

義できる。以下は英 日翻訳での修正例である。

10.GreenTの 今 後 の改 良 の方 針

訳文表記

ニ ュー ラ ー ル

ニ ュー ラ ル ネ ッ トワ ー ク

修正案

ニ ュー フ ル

ニ ュー ラ ル ・ネ ッ トワ ー ク

9.翻 訳者 とNMTと のっきあい方

Google翻 訳のよ うな分野 に特化 していない汎用

NMTで は、出力された訳文ではそのまま使えない場

合が多い。 しかし、用語集を適用 し数字が正しく出力

できるようにチューニングした翻訳エンジンであれば、

出力文をそのまま使える場合が増えてくる。たとえば

特許翻訳における図面の説明部分であれば、 日英翻

訳 ・英 日翻訳 ともにかなり正確な訳文を出力できる。

英 日翻訳で構造体が含む要素を説明するシンプルな文

章(Aincludes B, C and D.)で あれば、用語集 を適用

できるGreenTの ようなツールを使えば特許明細書で

使えるレベルの翻訳ができてしま う。つま り、分野や

言語方向によっては、その文章の一部でNMT出 力そ

のままでも利用可能な場合があるということだ。

GreenTはWindows上 の あ らゆ る ソフ トウェ ア で呼

び 出 して 使 え る よ うに な っ て い る。 つ ま り、翻 訳 者 が

普 段 使 っ て い る 翻 訳 支 援 ツ ー ル ・CATツ ー ル

(MemsourceやTrados、 MemoQな ど)でGreenT

を使 え る。 各 種 ツー ル に あ っ た 細 か な使 い方 に は対 応

して い な いの で 、今 後 チ ュー ニ ン グ を して い く。ま た 、

GreenTで 利 用 可 能 な翻 訳 エ ン ジ ン の種 類 を増 や し、

分 野 毎 に適 切 な翻 訳 エ ン ジ ン を使 え る よ うに して い き

た い。

 これ 以外 に も、 プ リエ デ ィ ッ トや ポ ス トエ デ ィ ッ ト

で の修 正 方 法 の 研 究 を重 ね 、使 いや す い候 補 を増 や し

て い く。 さ らに、 訳 文 の表 記 の 統 一 方 法 は分 野 毎 にル

ー ル が あ るた め
、 今 後 の改 良 で 特許 以外 の分 野 に も広

げ て い き たい 。
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卜AMT会 員のひろぼ

 AAMT会 員 の新 た な交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で提 供す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば 」、会 員 の皆 さま の ご助 力 を いた だ き ま して、第 一 回 のNo.41の ス タ ー トか ら第 二 十 五 回 を 迎 え る こ とが で

き ま した。 今 号 で は 、法 人 会 員 一 社 、個 人 会 員 一 名 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 を い た だい てお ります 。

 独 自の お取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳 研 究 へ の提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ き ま した。

 AAMT Journalで は今 後 も引 き続 き、 会 員 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 を心 よ りお 待 ち して お ります 。

 ご寄稿 ・お 問 い合 わ せ はAAMT事 務 局(E・mail:AAM1`info@AAMT.info)ま で 宜 しくお 願 い い た します 。

個 人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

藤崎 恵介

GI Japan株 式 会 社(www.gi-japan.com1)

営 業 担 当1翻 訳 コ ン サ ル タ ン ト

自己紹介

これまで印刷会社、DTP制 作会社での中国赴任経験を経て、2007年 に翻訳業界に転身。営業の

ポジシ ョンでは様々な業界の方 とお話 しする機会 を得 られ、さらに実際の業務でお役 に立てるこ

とが大 きな喜びです。

昨今の機械翻訳の潮流に関 し、お客様 の疑問に正 しく自身の言葉でお答 えす るため、またお客様

により良い選択をお示 しできるよ うに、貴団体で学ぶ機会を得 られれば と考えてお ります。

何卒よろしくお願い します。

MT1翻訳とのかかわり

受注産業であ り、フルオーダーメイ ドであ り、効率化の波 を被って もなお労働集約型の典型のよ

うな翻訳業界。他 の産業 と比較 して一番近 いのはどの産業だろ うか とよく考えますが、的確なも

のが思いつ きませ ん。私 自身は、社内ではお客様の代弁者 として、お客様には翻訳側の代弁者 と

しての役割を担 うよう心がけています。

MTに つきま しては、あくまで 自身の新 し物好 きとしての興味の対象 としての関わ りが最初です。

ビジネスに関するもの として 自身 で積極的に意識 し始 めたのはつい最近の2017年 初旬か らです。

40



MTお よび翻訳業界に期待すること

あ くまで営業のポジシ ョンとしての立場 では、お客様が喜んで くれ るもの、満足 して くれ るもの

であって欲 しい と願っています。また一方で、正直に申します とMTが 一般的に利用 され るよう

になった場合 の業界の行 く末 も大変気にな ります。

研究者 さんや翻訳者 さん、制作サイ ドの方だけでな く、私の ような営業 としての立場の者が正面

か ら向き合い、理解を深め、そ して業界外への周知 ・波及の一助 になれば と思います。

AAMTへ の要望

様 々な立場の方々交流を通 じ、研究開発の方 向性の ヒン ト、テ クノロジーの活用方法のアイデア、

新 たな ビジネスモデルの確立、新 たな需要の発掘な ど、人や業界や、 より広 く社会の発展に貢献

できる団体であれば と思います。 またそのために私 も何かお役にたつ ことができれば と考えてい

ます。

やや話が大き過ぎるかも しれませんが、そのよ うな先々を見据えた活動 を切 に願います。
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;AMT会 員 の ひ ろ1ま?

 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で提 供 す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろば 」、会 員 の 皆 さま の ご助 力 を い た だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 二 十 五 回 を迎 え る こ とが で

きま した。 今 号 で は 、 個 人 会 員 一 名 、 法 人 会 員 一社 か らの ご寄稿 を い た だ い て お りま す 。

 独 自の お 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳研 究 へ の 提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ きま した。

 AAMT Journalで は今 後 も引 き続 き 、会 員 の皆 さま か らの ご寄 稿 を 心 よ りお 待 ち して お ります 。

 ご寄 稿 ・お 問 い合 わせ はAAMT事 務 局(E・mail:AAMTinfb@AAMT.info)ま で 宜 し くお願 い い た しま す。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

日本特許翻訳株式会社

自己 紹 介

 富 士 電 機 株 式 会 社 で 感 光 ドラ ム の研 究 開発 を行 った 後 、 富 士 ゼ ロ ック ス株 式 会 社 で 、有 機 感 光 体 の 開 発 ・生 産

に 携 わ り、2000年 か ら特 許 情 報 検 索 シ ステ ムDocuPatの 事 業 立 ち上 げ ・推 進 をお こ ない 、 そ の後 日本 発 明 資 料 に

て 語 順 変 換 統 計 的 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン を用 い た 英 日 ・中 日翻 訳 シ ステ ム を 開 発 、 特 許 庁 中国 実 案 抄 録 翻 訳 事 業 に 採

用 され 、現 在100万 件 以 上J-PlatPatで 利 用 され て い ます 。

 2015年2月 に 日本 特許 翻 訳株 式 会 社 を設 立 、会 社 設 立 して 間 もな く、ご縁 が あ っ て、 日本 翻 訳 連 盟 の機 関紙JTF

ジ ャ ー ナル に2年 間 「機 械 翻 訳 の 近 未 来 」 とい うタ イ トル で 連 載 させ て い た だ きま した 。 この 記 事 が き っか け と

な り、 昨年11月 に は 、 「特 許 実 務 者 ・研 究 開 発 者 の た め のAI機 械 翻 訳 の 最 前 線 」 を 出 版 させ て い た だ き ま した。

 弊 社 で は 、化 学 情 報 協 会 のJAICI AutoTransサ ー ビス 、 株 式 会 社 プ ロパ テ ィ のAI-TRANSER/lnfotranserを は じ

め 、翻 訳 会 社 、民 間 企 業 にNICT NMTエ ン ジ ン と独 自前 処 理 、後 処 理 技 術 で 並 列 翻 訳 をお こな うNeural Translator'

シ ス テ ム を 提 供 して い ます 。 ま た 、特 許 庁 か ら昨 年 に 続 き 「英 文 抄 録 デ ー タ 作 成 事 業 」 を受 注 、今 年3月 に 納 品

させ て い た だ き ま した。
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MTお よび翻訳業界に期待すること

機械翻訳の高精度化のためには、翻訳者が個人 としてNMTを 使いこなすノウハウと同時に、 AAMTが 翻訳精度

の向上のため、業界としての方向性をまとめて、国 レベルの施策を提言していくことも重要です。

 たとえば特許翻訳についてみると、特許翻訳の特にクレーム部の機械翻訳では、構文解析が重要です。この構

文解析のために、公報のxmlに 主題部タグ、主題部の前提部タグ、構成要素タグ(階 層化可能形式)、構成要素間

の説明部タグさらに課題 タグ、用途タグ、作用効果タグ、請求項引用タグなどの新たな構造タグが翻訳精度にど

のようにかかわるかを調査 し、効果が大きければ国 レベルで標準化することが考えられます。

 このようなタグ仕様を含む公報xml仕 様が日本特許庁だけでなく外国特許庁(5庁)間 で共通化されると、①

機械翻訳の高精度化(主 題タグや構造タグ単位で翻訳して後処理すればよい)、②意味的な検索が可能となると考

えられ、特許公報が技術文書としても活用されることが期待 されます。

AAMTへ の要望

特許の機械翻訳はNMTの 応用 として先駆的な役割を担っており、特許庁でもJ-PlatPatやOPDを 通 じたサービ

スが今年4月 以降に実用化 される計画です。特許翻訳のさらなる高度化のために、出願明細書のXMLに あらたに

構造タグ(ク レームの表記に、主題部、構成要素部な らびに明細書の表記に課題(目 的)部 、効果部、構成要素

参照タグ)を 付与することで、翻訳精度向上にどのように寄与するかをMCTな どの研究機関とJAPIOや 民間翻

訳会社が協力 して調査する分科会の設立を要望します。もちろん実施にあたっては、関係機関のご賛同がえられ

た場合とい う条件付きですが …
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  協会活動報告

(2018年9月 ～2019年5月)

機械翻訳課題調査委R会

2018年9月3日(2018年 度 第5回)

  1.JTF翻 訳祭について

   ・展示コーナーの検討

   ・委員会成果の展示の検討

     ・準備作業

     ・当日対応者

   ・会員勧誘

   ・アンケー ト

     展示コーナーでのアンケー トは実施 しない

     AAMTの セ ッション(黒 橋先生のご講演)時 の前後にアンケー ト配布を行 うこととする。

      講演の聴講者にアンケー トを配布 して回答をお願いする。

      準備作業:ア ンケー ト作成

2018年 月9月20日(2018年 度 第6回)

  1.JTF翻 訳祭の準備

   ・委員会成果の展示

     ・〈準備作業〉

     ・自動評価サイ トデモ

        ・サイ トの動作確認、デモ手順の整備

        ・PCの 準備 → AAMTの 備品確認

        ・実機動作確

     ・活動成果に関する資料を準備

        ・NMTの 品質評価結果(SMT比 較)

        ・言語処理学会の論文

     ・UTXパ ンフレッ ト

   ・アンケー ト

     ・アンケー ト作成

     ・印刷
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・会場へ持 ち込み

・当 日配布 ・回収 の方法

・持 ち帰 り、集計

2018年10月12日(2018年 度 第7回)

  1.JTF翻 訳祭 の準備

   ・ガイ ドライ ン確認

   ・展示

   ・ア ンケー ト

   ・当 日担 当、 シフ ト

  2.こ れまでの活動(成 果)の 残 し方 ・活用方法

   ・UTX仕 様書

     ・基本残す

     ・仕様書の方針

     ・パブ リック ドメイ ン

     ・リエ ィテ ィブ コモ ンズ

   ・UTXの 辞書

     ・そのま ま残す

   ・基本 文テス トセ ッ ト

     ・HPか らlinkを 設定す る

     ・基本公開の方針(ク リエイテ ィブ コモンズ? 利用規約検討)

     ・評価サイ トリンクも作 る

     ・AAMT!JAPIOと の関係整理

2018年 月11月15日(2018年 度 第8回)

  1.JTF翻 訳祭 の振 り返 り

   ・総括

   ・ア ンケー ト結果

  2.AAMT会 員交流イベ ン トの準備

  3.こ れまでの資産の残 し方(UTX)

2018年 月12月13日(2018年 度 第9回)

  1。JTF翻 訳祭 の ア ンケー ト結 果

   ・グラ フ化 した もの を共有

  2.AAMT会 員 交流 イ ベ ン トの準備 につ いて

   ・イベ ン ト理事会作成 の資料 を レビュー

  3.こ れまでの資産の残 し方(UTX)の 確認
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・ク リエ ィテ ィブ コモ ンズ(CCO)でOK

2019年1月25日(2018年 度 第10回)

  1.AAMT会 員交流イベ ン トの準備 につ いて

  2.課 題調 査委員 会 の ラ ップア ップ作 業 の確 認

   ・WG 1, WG2, WG3

2019年2月28日(2018年 度 第11回)

  1.WG1の 活 動 の ま とめ(残 作業)

   ・テス トセ ッ トのAAMTホ ー ムペー ジ か らの公 開に 向 けた作業

    ① ペー ジ(HTML)の 作成

    ②HPへ の組 み込 み(→IWGに 依 頼)

  2.WG2の 活動 の ま とめ(残 作業)

   ・フ ァイル の整理 と共 用 フォル ダ の設 定

     ⇒Web調 査、 時系 列評 価 な どは、 AAMTの 事 業 と して仕切 り直 し

  3.WG3の 活動 の ま とめ(残 作業)

   ・creativecommonsのCCOの 説 明文 の追加(ホ ー ムペ ー ジ、 コ ンテ ンツ内)

2019年3月21日(2018年 度 第12回)

  1.2018年 度報告案作成

   ・総会向け報告案の作成 と読み合わせ

イ ンターネ ッ トWG

2018年9月

  1.ウ ェブサイ トにAAMT長 尾賞及びAAMT長 尾 賞学生奨励 賞の英語版 情報 を掲示 した。

  2.ウ ェブサ イ トにJTF翻 訳 祭 の情報 を掲 示 した。

2018年10月

  1.ウ ェブサイ トの会長挨拶 を更新 した。

  2.ウ ェブサイ トの役員 情報を更新 した。

2018年11月

  1。 ウェブサイ トに長尾真先生文化勲 章受章 のお知 らせ を掲示 した。

  2.ウ ェブサ イ トの組織 情報(日 本語 版 ・英語 版)を 更新 した。

2019年1月

  1.ウ ェブサイ トにアジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)セ ミナーの案 内を掲示 した。

  2.サ ーバ ー障害発生 に伴 うウェブサイ トア クセ スの不 具合 への対応及び ウェブサイ トに本件 の

    お詫び を掲示 した。
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  3.ウ ェブサイ トにAAMT長 尾 賞 とAAMT長 尾 賞学 生奨 励賞 の案 内 を掲示 した。

2019年3月

  1.ウ ェブサイ トのAAMT長 尾 賞規 約 とAAMT長 尾 賞学 生奨励 賞 規約 を更 新 した。

編 集 委員会

2018年11月2日(2018年 度 第3回)

  1.No.70(こ の時点 で は2018年3月 発 行 予 定)の 企 画 を行 った。

  2.お よび その後 の編 集作 業 を行 った。

2019年3月1日(2018年 度 第4回)

  1.No.70は2019年6月 総 会号 と して発 行 す る こ ととなった。追加 の記事 の原稿 の検討 お よ

   び依 頼分 担 を行 った。

  2.そ の後 、継続 してNo.70(2019年6月 発 行)の 原稿 依頼 、編 集 作業 を行 った。
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AAMT/Japio特 許翻訳研究会

2018年10月12日(金)(2018年 度 第4回)

議事次第:

 1.議 事録の確認

 2.発 表

   山岸 駿秀(首 都大学東京 大学院システムデザイ ン研究科 自然言語処理研究室)

   松村 雪桜(首 都大学東京 大学院システムデザイ ン研究科 自然言語処理研究室)

 3.シ ンポジウムについて

 4.次 回の開催について

  ・ 今後の研究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

  ・ 次回研究会予定

  ・ 主な議題

   新年度の活動計画書

2018年12月21日(金)(2018年 度 第5回)

議 事次 第:

1.議 事 録 の確認

2.発 表

   単語 分散 表現 に基 づ くEarth Mover's Distanceと 文 長 の違 い を考 慮 した対 訳文 の

   自動 抽 出手 法

    田上 諒(首 北海 学 園大 学大 学院 工学研 究 科電 子情 報生 命 工学専 攻)

3.第5回 特許 情報 シンポ ジ ウム 開催 報 告

4.MTサ ミッ トワー クシ ョップ 開催 提案 につ いて

 ・ 運営 体制(WorkshoplProgram(co-)chair, Publication chair,

        Program committee members)

 ・ 全体 構成

 ・ 招 待 講演者 選 定

2019年2月8日(金)(2018年 度 第6回)

議事次第:

1.研 究発表

  文脈考慮型ニューラル機械翻訳における最適文脈文選択法

   木村龍一郎 1飯 田頗平 1崔 鴻翌 1洪 博軒 1宇 津 呂武仁 1永 田昌明

    (筑波大学大学院システム情報工学研究科)(NTTコ ミュニケーシ ョン科学基礎研究所)

2.報 告書の執筆について

3.MTサ ミッ トワー クシ ョップ 開催提案について

48



2019年3.月8日(金)(2018年 度 第7回)

議事次第:

 ・多言語音声翻訳研究プロジェク トの ご紹介(東 工大 岡崎先生)

 ・平成30年 度報告書内容(各 執筆者か ら簡単な紹介)

 ・MTサ ミッ トワークシ ョップについて(招 待講演者他)

 ・平成31年 度の活動 について(研 究会開催時期,内 容,部 会)

 ・Japioが 抱える機械翻訳に関する課題(Japio木 下聡)

2019年5月17日(金)(2019年 度 第1回)

1.議 事次第:議 事録 の確認

2.発 表 愛媛 大学大学院 二宮 崇先 生

  「係 り受 け構造 に対す る相対的位置 を用 いたTransformerモ デル」

3.今 年度研究計画発表

   MTサ ミッ トワークシ ョップについて

4.2018年 度報告書の 内容紹介

5.次 回 の開催 につ いて

 ・今 後の研究会の 日時予定(場 所)

 ・ 次回研 究会予定 (令和元年7月 開催 予定)

 ・ 主な議題
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AAMT/Japio特 許翻訳研究会 拡大評価部会

2018年10月12日(金)(2018年 度 第2回)

 議事概要:

1.各 グループの活動発表

  ・自動評価 グループ

  ・人手評価 グループ

  ・テス トセ ッ トグループ

2. その他

2019年3月8日(金) (2018年 度 第3回)

1.各 グルー プ の活動発 表

 ・ 自動評価 グル ー プ

 ・ 人 手評価 グル ー プ

 ・ テ ス トセ ッ トグル ー プ

2.そ の他

3. 次 回開催 日予 定
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第5回 特許情報シンポジウム

2018年12月7日 ビジ ョンセンター浜松町

開会挨拶

宇津 呂 武仁(シ ンポジウム実行委員長 ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会 副委員長、筑波大学)

招待講演

招待講演1「 特許庁における機械翻訳活用の現状 と今後の課題」

 松谷 洋平(特 許庁 総務部総務課特許情報室 室長補佐)

招待講演2「 ニューラル翻訳時代の機械翻訳システムの社会実装」

 井佐原 均(豊 橋技術科学大学 情報メデ ィア基盤セ ンター長/情 報 ・知能工学系 教授)

招待講演3「 ニューラル機械翻訳の研究動向」

 田村 晃裕(愛 媛大学 大学院理工学研究科 助教)

特別講演 「ユーザーか ら見たNMTの 使い勝手 と活用の展望」

 日本知的財産翻訳協会(NIPTA)特 許機械翻訳研究会

 奥山 尚一(久 遠特許事務所代表,NPO法 人 日本知的財産翻訳協会理事長)

 上野 哲也(株 式会社MK翻 訳事務所)

 湯浅 豊裕(WIS知 財 コンシェル株式会社 翻訳事業部)

 菊地 公一(DEN IPソ リューシ ョンズ株式会社 代表取締役 弁理士)

 宮城 三次(一 色国際特許業務法人 パー トナー弁理士)

 新田 順也(プ ログ 「みんなのワー ドマクロ」管理人)

一般講演

一般講演1「 特許明細書の翻訳で注意すべきこと」

 吉川 潔(翻 訳業)3

一般講演2「 請求項の記載 を構造化する提案」

 小池 誠(弁 理士)

一般講演3「 用語集による原文の一括置換と正規表現による一括並べ換えを用いた特許明細書の高品質翻訳」

 杉山 範雄(株 式会社杉山特許翻訳 代表)

一般講演4「 知的財産 リスクマネージメン トにおける効果的な特許検索」

 宮崎 祐、河野 京子(ヤ フー株式会社 知的財産部

閉会挨拶

 小林 明(日 本特許情報機構)

18:30-20:30懇 親会 ビジ ョンセ ン ター浜 松 町4F I室
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一 一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル70号 をお 送 り します 。

今号の巻頭言は、歴代会長の辻井潤一先生、井佐原均先生、中岩浩巳先生、隅田英一郎先生より、 「AAMT初代会

長の長尾真先生の文化勲章ご受章を祝 して」と題 しま して、長尾真先生文化勲章ご受賞のお祝いのお言葉を頂き

ました。

今 号 に先 立 ち ま して 、2月12日(火)に 機 械 翻 訳 の 最 新 動 向 の把 握 や 開発 者 とユ ー ザ の交 流 を 目的 と した 「AAMT

セ ミナ ー 」 が 開 催 され ま した 。XTM International Ltd.の 目次 由美 子 様 か らは 、 この会 の参 加 報 告 を御 寄 稿 頂

き ま した 。 また 、 昨 年12月7日(金)に は 、AAMT/Japio特 許 翻訳 研 究 会 の 主催 で 、 第5回 特 許 情 報 シ ンポ ジ ウ ム

が開 催 され ま した 。 同 委 員 会 副 委 員 長 ・奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 須 藤 克 仁 先 生 には 、 同 シ ン ポ ジ ウム 開催

報 告 を御 寄 稿 頂 きま した 。 ま た 、 イ ベ ン ト紹 介 と して 、 情 報 通 信 研 究 機 構 内 山 将夫 様 か らは 、本 年3月 に 開催

され た 「第2回 自動 翻 訳 シ ン ポ ジ ウム ～ 自動 翻 訳 と翻 訳 バ ン ク～ 」 の 紹 介 を御 寄 稿 頂 き ま した 。

そ の 他 、 イ ベ ン ト報 告 と して 、 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 須 藤 克 仁 先 生 よ り、 昨 年10月 に 開催 され たIWSLT

(lnternational Workshop on Spoken Language Translation)国 際 ワー ク シ ョ ップ の参 加 報告 を御 寄稿 頂 きま し

た 。 また 、 関 西 外 国 語 大 学 小 谷 克 則 先 生 よ り、昨 年12月 に 開 催 され た 平 成30年 度 産業 日本 語研 究 会 ・ワー ク

シ ョ ップ 参 加 報 告 を御 寄 稿 頂 き ま した。 ま た 、XTM International Ltdの 目次 由美 子様 か らは 、 昨 年10月 に 開催

され たLocWorld38 Seattle参 加 報 告 、 な らび に 、昨 年11月 に 開 催 され たWomen in Localization Japan第16

回 イ ベ ン ト参加 報 告 を御 寄稿 頂 き ま した。

日本知的財産翻訳協会(NIPTA)特 許機械翻訳研究会の浜 口宗武様、宮城三次様、宮本伸也様、湯浅豊裕様、平

林千春様からは、研究報告 「ユーザーから見たNMTの 使い勝手と活用の展望」の御寄稿を頂きました。また、研

究会紹介として、日本特許情報機構 清藤弘晃様からは、

ました。

「産業 日本語研究会の取組について」の御寄稿を頂き

サ ー ビス ・製 品紹 介 と して 、エ ヌ ・ア イ ・テ ィー 株 式 会 社 新 田順 也 様 か らは 、 「ニ ュー ラル 機 械 翻 訳 を 活 か す 翻

訳 支援 ツ ールGreenT」 の御 寄 稿 を 頂 きま した。

その他、 「AAMT会 員のひろば」の企画におきましては、法人会員 ・個人会員各1件 の紹介文を掲載 しました。
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AAMT入 会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をは じめ、機関誌の発行、シンポジウムの開催など

活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧めします。

               **AAMT会 員 の特 典**

1.AAMT Journalの 購読 がで きます。

会員 には、機 関誌 であ るAAMT Journal (年2～3回 発刊予 定)が 送付 され ます。購1読料は年 会費に

含 まれ ています。

2.機 械翻訳関連の最新情報 をメール でお届 け

会員 専用 メー リング リス トで、最新 の機会 翻訳関連の情報 をお届け します。

MT新 製品、新サー ビスの紹介 、国際会議 、シンポジ ウムのお知 らせ、 WEBで のMT関 連記事 の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査活動 に参 加 し、機械翻訳 や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深め 、

知見 を広 める ことがで きます。

機械翻訳 に関す る言語 資料 の調査 、広報 、標 準化 活動に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことがで きます。

4.関連 機関の主催す る国際会議 に参加 できます。

IAMTの 主催で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議や

ワークシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association for Machine Translation

年会費 は以下 の通 りです。

法 人会員:入 会金 1口 10,000円

個 人会員:入 会金    1,000円

年 会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご関心の ある方 は、事 務局までお問 い合わせ くだ さい。

アジア太 平洋機械翻訳 協会(AAMT)

ホームペ ージ:http:〃www.aamt.infb

電子 メール:aamt-lllfO@aamt.lllfO
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    Asia・Pac雌c Association for Machine Translation

          入会 申込 書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致 します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせ メールの配信

〒

ユー ザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コメ ン ト
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